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は
じ
め
に

日
野
啓
三
は
、
戦
後
、
お
も
に
「
近
代
文
学
」
に
よ
っ
て
批
評
活
動
を

始
め
、
そ
の
後
小
説
の
創
作
へ
と
活
動
の
幅
を
広
げ
、
や
が
て
、
対
談
、

講
演
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
、
旅
行
記
な
ど
と
多
彩
な
文
学
活
動
を
な
し
た

作
家
で
あ
る
。
ま
た
、
後
記
し
た
「
略
歴
」
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
芥

川
賞
を
初
め
と
す
る
主
要
文
学
賞
の
多
く
の
受
賞
歴
も
あ
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
れ
で
は
幅
広
い
読
者
層
を
獲
得
し
て
い
た
か
と
い
う
と
、
必

ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
日
野
自
身
も
石
田
宛
て
の
私
信
で
は
、
そ
の
不

遇
意
識
を
訴
え
て
い
た
。

し
か
し
、
日
野
の
文
学
的
業
績
は
、
現
在
の
社
会
問
題
や
文
化
的
課
題

に
対
し
て
示
唆
的
な
要
素
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
家
族
の
変
容

な
い
し
は
新
し
い
家
族
像
の
問
題
で
あ
り
、
宇
宙
的
意
識
と
で
も
い
う
べ

き
現
代
人
の
意
識
の
拡
大
の
問
題
で
あ
り
、
豊
富
な
海
外
体
験
に
基
づ
い

た
東
ア
ジ
ア
か
ら
中
近
東
ま
で
の
諸
国
と
の
文
化
的
な
距
離
の
問
題
な
ど

で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
日
野
は
再
評
価
さ
れ
る
べ
き
作
家
で
あ
る
。

作
家
が
再
評
価
さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
作
家
の
全
容
が
明
ら
か
に
な

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
著
作
年
譜
は
そ
の
よ
う
な
目
的
で
作
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
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本
著
作
年
譜
は
、
「
国
語
国
文
薩
摩
路
」（
鹿
児
島
大
学
国
語
国
文
学
会
・
平

成
四
年
三
月
）
に
既
に
発
表
し
た
、
一
九
九
二
年
ま
で
の
も
の
を
そ
の
後
の

調
査
に
よ
っ
て
改
稿
し
、
さ
ら
に
、
そ
れ
以
後
の
二
〇
〇
三
年
ま
で
の
も

の
を
付
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
「m

agazine
plus

(N
ichigai

w
eb

service )

」
の
情
報
の
一
部
を
引
用
し
た
。
結
果
と
し
て
、
日
野
啓

三
の
全
著
作
活
動
の
年
譜
に
ほ
ぼ
近
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。

た
だ
、
初
出
紙
誌
お
よ
び
初
出
年
月
日
そ
の
他
に
、
い
ま
だ
に
未
調
査

の
も
の
が
残
り
、
今
後
に
課
題
を
残
し
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
四
年
三
月
作
成
の
後
、
山
内
祥
史
氏
の
「
〈
郷
土
作
家
資

料
紹
介
〉
日
野
啓
三
創
作
総
覧
稿
」（
広
島
大
学
近
代
文
学
研
究
会
「
近
代
文
学

試
論
」
第
六
号
・
二
〇
〇
八
年
一
二
月
）
に
お
け
る
、
詳
細
な
掲
載
誌
の
書
誌

研
究
が
あ
る
が
、
こ
の
業
績
を
反
映
さ
せ
て
い
な
い
。
こ
れ
も
今
後
の
課

題
で
あ
る
。

あ
る
い
は
、
未
完
成
の
も
の
の
公
表
に
対
す
る
謗
り
も
免
れ
ま
い
が
、

そ
れ
は
甘
受
す
る
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
後
進
に
よ
る
補
正
を
待
つ
次
第

で
あ
る
。

蛇
足
を
加
え
れ
ば
、
日
野
啓
三
は
単
行
本
に
収
め
る
に
あ
た
っ
て
、
頻

繁
に
作
品
名
の
改
題
や
本
文
の
改
変
を
行
っ
た
作
家
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

は
、
作
家
活
動
の
関
心
の
所
在
と
そ
の
変
化
と
を
知
る
う
え
で
軽
視
で
き

な
い
傾
向
で
あ
る
の
で
、
年
譜
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
点
に
と
く

に
留
意
し
た
。

日
野
啓
三
略
歴



一
九
二
九
（
昭
四
）
年
六
月
一
四
日
東
京
生
ま
れ
。
一
九
三
四
年
、
父

母
と
朝
鮮
に
渡
り
、
慶
尚
北
道
大
邱
に
住
む
。
一
九
四
五
年
、
父
の
郷
里

の
広
島
県
に
引
き
上
げ
る
。
一
九
四
六
年
、
第
一
高
等
学
校
文
科
甲
類
入

学
。
一
九
四
九
年
、
東
京
大
学
文
学
部
社
会
学
科
に
進
学
。
一
九
五
〇
年
、

同
人
誌
に
文
芸
評
論
を
書
き
始
め
る
。
一
九
五
二
年
、
読
売
新
聞
社
入
社
、

外
報
部
勤
務
。
一
九
六
〇
年
、
韓
国
常
駐
特
派
員
。
一
九
六
四
年
、
南
ベ

ト
ナ
ム
常
駐
特
派
員
。
一
九
六
六
年
、
小
説
「
向
う
側
」
を
書
く
。
一
九

六
七
年
、
再
び
ベ
ト
ナ
ム
へ
。
一
九
七
四
年
、
「
此
岸
の
家
」
で
第
二
回

平
林
た
い
子
文
学
賞
受
賞
。
一
九
七
五
年
、
「
あ
の
夕
陽
」
で
第
七
二
回

芥
川
賞
受
賞
。「
読
売
新
聞
」
編
集
委
員
と
な
る
。
一
九
八
二
年
、『
抱
擁
』

で
第
一
〇
回
泉
鏡
花
賞
受
賞
。
一
九
八
四
年
、
読
売
新
聞
社
退
社
、
嘱
託

編
集
委
員
と
な
る
。
一
九
八
六
年
、
『
夢
の
島
』
で
第
三
六
回
芸
術
選
奨

文
部
大
臣
賞
受
賞
。
同
年
、
『
砂
丘
が
動
く
よ
う
に
』
で
第
二
二
回
谷
崎

潤
一
郎
賞
受
賞
。
一
九
八
七
年
、
芥
川
賞
選
考
委
員
と
な
る
。
一
九
九
二

年
、
『
断
崖
の
年
』
で
第
三
回
伊
藤
整
文
学
賞
受
賞
。
一
九
九
三
年
、
癌

で
入
院
。
『
台
風
の
眼
』
で
第
四
六
回
野
間
文
芸
賞
受
賞
。
一
九
九
五
年

『
光
』
で
第
四
七
回
読
売
文
学
賞
受
賞
。
二
〇
〇
〇
年
、
芸
術
院
賞
受
賞
・

日
本
芸
術
院
会
員
と
な
る
。
二
〇
〇
二
（
平
成
一
三
）
年
一
〇
月
一
四
日
大

腸
癌
で
死
亡
。

凡
例

①

各
項
目
は
、
作
品
名
・
（
「
発
表
紙
誌
」
ま
た
は
『
単
行
本
名
』
・
出

版
社
）
・
発
表
年
月
日
・
改
題
の
あ
る
場
合
は
改
題
名
、
の
順
の
記
載

で
あ
る
。

②

項
目
の
末
尾
に
＃
印
の
あ
る
も
の
は
、
「m

agazine
plus

」
か
ら
の

引
用
で
あ
る
。

③

単
行
本
は
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
示
し
、
所
収
作
品
名
を
列
記
し
た
。
そ
の

際
、
単
行
本
所
収
に
際
し
て
、
改
題
さ
れ
た
も
の
は
そ
の
都
度
改
題
名

を
示
し
た
。

④

発
表
紙
誌
お
よ
び
発
表
年
月
日
の
箇
所
に
、
？
印
の
あ
る
も
の
は
、

未
調
査
の
も
の
で
あ
る
。

日
野
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三
著
作
年
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＊
一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
五
）

・
若
き
日
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
（
「
二
十
代
」）
創
刊
号

＊
一
九
五
一
年
（
昭
和
二
六
）

・
イ
リ
ヤ
・
エ
レ
ン
ブ
ル
グ
論
―
ひ
と
つ
の
伝
説
に
つ
い
て
（
「
近
代
文

学
」）
六
月

・
野
間
宏
論
―
戦
後
作
家
論
（
「
近
代
文
学
」）
八
月

・
堀
田
善
衛
論
―
颱
風
の
眼
と
い
う
こ
と
（
「
近
代
文
学
」）
一
二
月

・
現
代
文
学
と
は
何
か
（
「
現
代
文
学
」）

号
2

＊
一
九
五
二
年
（
昭
和
二
七
）

・
ジ
ャ
ン
・
ゲ
ノ
ー
著

内
山
敏
訳
編
『
深
夜
の
日
記
』（
「
近
代
文
学
」
）

二
月



・
李
広
田
作

岡
崎
俊
夫
訳
『
引
力
』（
「
近
代
文
学
」）
七
月

・
除
村
吉
太
郎
編
『
ソ
ヴ
ェ
ト
文
学
史
』
Ⅰ
Ⅱ
（
「
近
代
文
学
」）
九
月

・
虚
点
と
い
う
地
点
に
つ
い
て
―
荒
正
人
論
（
「
文
学
界
」
）
一
二
月

＊
一
九
五
四
年
（
昭
和
二
九
）

・
レ
オ
ニ
ー
ド
・
レ
オ
ー
ノ
フ

袋
一
平
訳
『
襲
来
』
（
「
近
代
文
学
」
）

二
月

・
大
審
問
官
論
（
「
近
代
文
学
」）
三
月

・
伊
藤
整
著
『
火
の
鳥
』（
「
近
代
文
学
」）
三
月

・
ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ
ミ
ュ
と
正
義
―
『
正
義
の
人
々
』
に
つ
い
て
（
「
三

田
文
学
」
）
五
月

・
後
進
国
に
お
け
る
現
代
の
課
題
―
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
か
え
て
（
「
現
代

評
論
」）
六
月

・
現
代
の
神
話
（
「
現
代
評
論
」
）
六
月

＊
の
ち
「
埴
谷
雄
高
『
死
霊
』

論
」
に
改
題
（
『
虚
点
の
思
想
』）

・
起
伏
あ
る
潮
流

奥
野
健
男
と
（
「
新
日
本
文
学
」）
一
一
月

＊
一
九
五
五
年
（
昭
和
三
〇
）

・
座
談
会

戦
後
に
お
け
る
批
評
の
問
題
（
「
近
代
文
学
」
）
一
月

・
エ
レ
ン
ブ
ル
グ
『
嵐
』
論
―
沈
黙
の
重
さ
に
つ
い
て
（
「
近
代
文
学
」）

二
月

＊
の
ち
「
流
血
と
沈
黙
」
に
改
題
（
『
虚
点
の
思
想
』）

・
現
代
史
講
座
別
巻
『
戦
後
日
本
の
動
向
』（
「
近
代
文
学
」）
三
月

・
颱
風
の
眼

焼
跡
に
つ
い
て
（
「
近
代
文
学
」）
六
月

＊
の
ち
「
焼
跡

に
つ
い
て
」（『
存
在
の
芸
術
』
）
、「
焼
跡
か
ら
」（『
孤
独
の
密
度
』
）
に
、

そ
れ
ぞ
れ
改
題

・
颱
風
の
眼

転
向
と
新
し
い
精
神
（「
近
代
文
学
」
）
七
月

＊
の
ち
「
革

命
と
転
向
」
に
改
題
（
『
虚
点
の
思
想
』）

・
堀
田
善
衛
『
時
間
』・
『
夜
の
森
』（
「
三
田
文
学
」）
七
月

・
颱
風
の
眼

夜
明
け
前
の
対
話
（
「
近
代
文
学
」）
八
月

・
颱
風
の
眼

思
考
形
成
の
変
革
（
「
近
代
文
学
」）
九
月

・
座
談
会

「
静
か
な
ド
ン
」
を
め
ぐ
っ
て
（
「
近
代
文
学
」）
一
〇
月

・
颱
風
の
眼

戦
後
（
「
近
代
文
学
」）
一
〇
月

・
三
島
由
紀
夫
論
（
『
昭
和
の
作
家
た
ち
』
Ⅲ
・
中
島
健
蔵
他
編
「
現
代

作
家
論
叢
書
」
・
英
宝
社
）
一
一
月

＊
の
ち
「
非
在
か
ら
の
復
権
」

に
改
題
（
『
幻
視
の
文
学
』
）
、
さ
ら
に
「
存
在
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
に
改

題
（
『
名
づ
け
ら
れ
ぬ
も
の
の
岸
辺
に
て
』）

・
不
毛
か
ら
の
創
造
（
「
近
代
文
学
」）
一
二
月

・
颱
風
の
眼

セ
ザ
ン
ヌ
の
遺
作
（
「
近
代
文
学
」）
一
二
月

・
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
』
論
（「
近
代
文
学
」）
一
〇
月

・
政
治
と
文
学
―
メ
イ
ラ
ー
「
大
統
領
の
白
書
」
？

＊
一
九
五
六
年
（
昭
和
三
一
）

・
ア
ン
ド
レ
・
マ
ル
ロ
オ
「
希
望
」
論
（
上
・
下
）
（
「
三
田
文
学
」
）
四

月
・
五
月

＊
の
ち
「
歴
史
と
永
遠
」
に
改
題
（
『
虚
点
の
思
想
』
）
、

さ
ら
に
「
無
人
境
の
美
学
」
に
改
題
（
『
幻
視
の
文
学
』）

・
ド
ス
ト
イ
ェ
フ
ス
キ
ー
を
語
る
―
『
罪
と
罰
』
を
め
ぐ
っ
て
（
「
近
代

文
学
」）
一
二
月



＊
一
九
五
七
年
（
昭
和
三
二
）

・
文
芸
時
評
（
「
近
代
文
学
」
）
一
月
～
七
月

・
座
談
会

ド
ス
ト
イ
ェ
フ
ス
キ
ー
を
語
る
―
悪
霊
を
め
ぐ
っ
て
（
「
近

代
文
学
」）
一
月

・
座
談
会

ド
ス
ト
イ
ェ
フ
ス
キ
ー
を
語
る
―
カ
ラ
マ
ゾ
フ
の
兄
弟
（
「
近

代
文
学
」）
五
月

・
存
在
の
密
度
―
『
野
火
』
の
魅
力
に
つ
い
て
（
「
近
代
文
学
」）
一
〇
月

＊
の
ち
「
大
岡
昇
平
『
野
火
』
論
」
に
改
題
（
『
孤
独
の
密
度
』）

・
物
と
リ
ル
ケ
（
「
ユ
リ
イ
カ
」
）
一
二
月

＊
の
ち
「
転
向
に
つ
い
て
Ｒ
・

Ｍ
・
リ
ル
ケ
論
」
に
改
題
（
『
幻
視
の
文
学
』）

＊
一
九
五
八
年
（
昭
和
三
三
）

・
『
森
と
湖
の
ま
つ
り
』
に
つ
い
て
（
「
近
代
文
学
」）
九
月

・
Ｓ
・
カ
ブ
リ
ッ
ク
の
眼
―
「
突
撃
」
と
「
現
金
に
体
を
張
れ
」
（
「
映
画

評
論
」）
一
月

・
フ
レ
ッ
ド
・
ジ
ン
ネ
マ
ン
と
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
マ
ッ
ケ
ン
ド
リ
ッ

ク
―
中
堅
作
家
論
（
「
映
画
評
論
」）
五
月

・
現
代
戦
争
と
映
画
―
「
裸
者
と
死
者
」
に
つ
い
て
（
「
映
画
評
論
」）
一

一
月

＊
一
九
五
九
年
（
昭
和
三
四
）

・
批
評
の
誕
生
（
「
近
代
文
学
」）
一
月

・
猪
野
謙
二
著
『
日
本
文
学
の
近
代
と
現
代
』
（
「
新
日
本
文
学
」
）
三
月

・
小
説
の
思
想
と
表
現
―
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
『
白
痴
』
に
つ
い
て
（
「
近

代
文
学
」）
四
月

・
原
作
と
映
画
―
二
つ
の
「
氾
濫
」
（
「
映
画
評
論
」）
六
月

・
「
灰
と
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
」
論
（
「
映
画
評
論
」
）
七
月

＊
の
ち
「
戦
争

と
平
和

ワ
イ
ダ
「
灰
と
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
」
」
に
改
題
（
『
虚
点
の
思
想
』）

・
座
談
会

戦
後
文
学
の
批
評
と
確
認

荒
正
人
（
上
・
下
）
（
「
近
代
文

学
」）
七
・
八
月

・
即
物
論
（
「
現
代
叢
書
」）
第
三
輯

＊
の
ち
「
即
物
的
と
い
う
こ
と
」

に
改
題
（
『
孤
独
の
密
度
』）

・
廃
墟
論
（
「
現
代
叢
書
」）
第
四
輯

・
戦
争
と
平
和
―
大
江
健
三
郎
と
反
現
実
（
「
日
本
読
書
新
聞
」）
？

＊

の
ち
「
大
江
健
三
郎
と
反
現
実
」
に
改
題
（
『
幻
視
の
文
学
』）

・
即
物
的
表
現
論
―
存
在
の
リ
ア
リ
ズ
ム
（
「
現
代
叢
書
」）
？

＊
の
ち

「
存
在
論
的
表
現
論
」
に
改
題
（
『
存
在
の
芸
術
』）

・
セ
ザ
ン
ヌ
と
反
人
間
的
？

＊
一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
五
）

・
不
吉
な
リ
ズ
ム
―
一
九
五
九
年
に
お
け
る
大
江
健
三
郎
お
よ
び
石
原
慎

太
郎
の
仕
事
と
現
代
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
（
「
近
代
文
学
」）
一
月
＃

・
戦
後
文
学
の
批
判
と
確
認

埴
谷
雄
高
（
上
・
下
）
（
「
近
代
文
学
」
）

五
・
六
月

・
第
三
の
道
（
「
現
代
叢
書
」）
第
五
輯

＊
の
ち
「
天
籟
に
つ
い
て
」
に

改
題
（
『
孤
独
の
密
度
』）

・
荒
正
人
論
（
「
解
説
」『
新
選
現
代
日
本
文
学
全
集
』
筑
摩
書
房
）

・
倉
橋
由
美
子
と
抽
象
小
説
（
「
図
書
新
聞
」）
？



・
福
永
武
彦
と
古
い
夢
・
新
し
い
方
法
（
「
図
書
新
聞
」）
？

＊
一
九
六
一
年
（
昭
和
三
六
）

・
ソ
ウ
ル
交
友
記
（
「
近
代
文
学
」）
七
月

・
Ｓ
Ｆ
の
黙
示
録
（
「
日
本
読
書
新
聞
」）
？

・
ア
ン
ド
レ
・
マ
ル
ロ
ー
と
永
遠
？

＊
一
九
六
二
年
（
昭
和
三
七
）

・
溶
け
ろ
、
ソ
ウ
ル
（
「
文
芸
」
）
六
月

・
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
と
不
確
定
性

？
六
月

＊
一
九
六
三
年
（
昭
和
三
八
）

・
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
と
熱
い
抽
象
？

＊
一
九
六
四
年
（
昭
和
三
九
）

・
座
談
会

『
近
代
文
学
』
の
功
罪
（
「
近
代
文
学
」）
八
月

・
光
あ
れ
（
こ
の
年
に
執
筆
、
未
発
表
）

＊
の
ち
「
終
末
に
光
あ
れ
」

に
改
題
（
『
虚
点
の
思
想
』）

・
開
高
健
と
言
葉
へ
の
復
讐
（
図
書
新
聞
）
？

・
状
況
と
地
平
（
前
半
部
分
）
？

・
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
と
向
う
側
？

＊
一
九
六
五
年
（
昭
和
四
〇
）

・
『
ベ
ト
ナ
ム
報
道

特
派
員
の
証
言
』（
現
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
出
版
会
）

一
一
月
（
開
高
健
の
序
文
「
痛
覚
か
ら
の
出
発
」
を
付
す
）

＊
一
九
六
六
年
（
昭
和
四
一
）

・
広
場
（
「
南
北
」）
七
月

・
炎
（
「
三
田
文
学
」）
一
一
月

・
座
談
会

“
文
学
”
は
解
体
す
る
―

年
の
文
学
と
状
況
（
「
文
芸
」）
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一
二
月

・
ゲ
リ
ラ
的
人
間
論
（
「
週
刊
読
書
人
」）
？

・
政
治
と
人
間
（
「
週
刊
読
書
人
」）
？

・
ノ
ー
マ
ン
・
メ
イ
ラ
ー
“
そ
れ
”
（
「
週
刊
読
書
人
」）
？

・
状
況
と
地
平
（
後
半
部
分
）
？

・
大
江
健
三
郎
と
無
？

・
悪
夢
の
彼
方
―
ベ
ト
ナ
ム
の
夜
の
底
で
（
中
央
公
論
か
ら
の
依
頼
で
執

筆
、
ボ
ツ
に
な
る
）

＊
一
九
六
七
年
（
昭
和
四
二
）

・
兵
器
に
至
る
知
性
―
ベ
ト
ナ
ム
裁
判
の
証
拠
品
を
見
て
（
「
文
芸
」）
三

月

＊
の
ち
「
殺
人
兵
器
と
知
性
」
に
改
題
（
『
虚
点
の
思
想
』）

・
私
は
ベ
ト
ナ
ム
を
見
た
か
（
未
発
表
）

＊
の
ち
「
悪
夢
の
彼
方
」
と

し
て
『
虚
点
の
思
想
』
と
『
名
付
け
ら
れ
ぬ
も
の
の
岸
辺
に
て
』
に
所

収
・
座
談
会

現
代
文
学
に
お
け
る
私
と
虚
構
（
「
文
芸
」）
五
月

・
『
存
在
の
芸
術
―
廃
墟
を
越
え
る
も
の
』
（
南
北
社
）
一
一
月

「
焼
跡

に
つ
い
て
」
「
廃
墟
論
」
「
即
物
論
」「
存
在
論
的
表
現
論
」「
様
式
的
変



貌
（
現
代
小
説
論
）
」
「
存
在
芸
術
へ
の
道
（
ア
ン
ド
レ
・
マ
ル
ロ
オ
と

永
遠
・
セ
ザ
ン
ヌ
と
反
人
間
的
・
ア
ラ
ン
・
レ
ネ
と
不
条
理
・
ジ
ョ

ン
・
ケ
ー
ジ
と
不
確
定
性
・
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
と
向
う
側
・
大
江
健

三
郎
と
無
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
と
熱
い
抽
象
・
ブ
ル
ー
ノ
・
シ
ュ
ル

ツ
と
黒
い
虚
構
）
」
「
状
況
と
地
平
（
終
末
の
端
緒
・
反
本
格
小
説
・
小

説
と
怪
物
・
虚
点
か
ら
の
変
貌
・
精
神
の
離
陸
・
亡
霊
に
つ
い
て
・
祭

政
一
致
的
文
学
・
無
機
的
時
代
・
読
者
も
変
わ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
・
非
小

説
へ
の
可
能
性
・
荒
野
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
言
葉
と
ア
ン
ガ
ー
ジ
ュ

マ
ン
）
「
現
代
に
詩
的
な
る
も
の
」
「
あ
と
が
き
」
「
作
品
執
筆
年
度
」

・
彼
方
か
ら
の
声
（
『
戦
後
文
学
』
真
光
社
）

＊
の
ち
「
梅
崎
春
生
『
幻

化
』
論
」
に
改
題
（
『
幻
視
の
文
学
』）
？

・
謎
の
沼
の
な
か
で
？

＊
の
ち
『
存
在
の
芸
術
』
と
『
名
付
け
ら
れ
ぬ

も
の
の
岸
辺
に
て
』
に
所
収

・
現
代
文
学
は
ど
う
な
る
か
（
「
週
刊
読
書
人
」
）
？

・
現
代
に
詩
的
な
る
も
の
？

・
ブ
ル
ー
ノ
・
シ
ュ
ル
ツ
と
黒
い
虚
構
？

＊
一
九
六
八
年
（
昭
和
四
三
）

・
詩
の
本

Ⅰ
Ⅱ
（
「
現
代
詩
手
帳
」）
二
月

・
私
と
現
代
詩
（
「
現
代
詩
手
帳
」
）
三
月

・
廃
墟
に
託
し
た
心
の
荒
野
―
井
上
光
晴
「
階
級
」（
「
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」）

三
月
一
七
日

＊
の
ち
「
井
上
光
晴
と
内
な
る
荒
廃
」
に
改
題
（
『
幻

視
の
文
学
』）

・
ニ
ャ
ッ
ト
・
ハ
ン
『
火
の
海
の
中
の
蓮
華
―
ベ
ト
ナ
ム
は
告
発
す
る
―
』

（
日
野
啓
三
訳
・
読
売
新
聞
社
）
五
月
「
訳
者
ま
え
が
き
」
「
序
章

火
の
海
の
中
の
蓮
華
」「
第

章

戦
争
と
平
和
」
「
第

章

歴
史
的

1

2

背
景
」
「
第

章

世
界
の
良
心
に
訴
え
る
」
「
補
足
・
南
ベ
ト
ナ
ム
の

3

仏
教
徒
に
つ
い
て

日
野
啓
三
」

・
詩
的
言
語
（
「
現
代
詩
手
帳
」）
八
月

・
物
と
空
間
（
「
文
学
界
」
）
九
月

＊
の
ち
「
物
と
空
虚
」
に
改
題
（
『
幻

視
の
文
学
』）
、
「
空
虚
に
つ
い
て
」
に
再
改
題
（
『
名
付
け
ら
れ
ぬ
も
の

の
岸
辺
に
て
』）

・
「
カ
ラ
マ
ゾ
フ
の
兄
弟
」
論
（
「
解
説
」
『
カ
ラ
ー
版
世
界
文
学
全
集
』

河
出
書
房
）
九
月

・
読
書
遍
歴
（
「
週
刊
読
書
人
」）
一
一
月
一
八
日

＊
の
ち
「
思
考
と
幻

想
」
に
改
題
（
『
幻
視
の
文
学
』）

・
逸
脱
の
時
空
間
―
「
夜
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
（
「
文
芸
」）
一
一
月

・
ゲ
リ
ラ
的
戦
い
を
！
（
「
現
代
詩
手
帳
」）
一
一
月

・
地
下
へ
（「
文
芸
」）
一
二
月

・
『
幻
視
の
文
学

現
実
を
越
え
る
も
の
』（
三
一
書
房
）
一
二
月

「
宿

命
の
逆
用
（
不
毛
か
ら
の
創
造
・
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
博

士
』
論
・
無
人
境
の
美
学
―
ア
ン
ド
レ
・
マ
ル
ロ
オ
論
・
転
向
に
つ
い

て
―
Ｒ
・
Ｍ
・
リ
ル
ケ
論
・
非
在
か
ら
の
復
権
―
三
島
由
紀
夫
論
）
」

「
逸
脱
へ
の
意
志
」
「
反
現
実
の
道
（
大
江
健
三
郎
と
反
現
実
・
倉
橋

由
美
子
と
抽
象
小
説
・
福
永
武
彦
と
古
い
夢
・
新
し
い
方
法
・
開
高
健

と
言
葉
へ
の
復
讐
・
井
上
光
晴
と
内
な
る
荒
廃
・
ノ
ー
マ
ン
・
メ
イ
ラ

ー
と
“
そ
れ
”
・
現
代
文
学
は
ど
う
な
る
か
）
」
「
幻
視
の
視
点
（
事
実

と
虚
構
・
現
実
と
妄
想
・
思
考
と
幻
想
・
夢
と
狂
気
・
物
と
空
虚
・
逸



脱
の
時
空
間
）
」
・
「
根
源
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
（
大
岡
昇
平
『
野
火
』
論
―

孤
独
の
密
度
・
梅
崎
春
生
『
幻
化
』
論
―
薄
明
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
・
谷
崎

潤
一
郎
『
夢
の
浮
橋
』
論
―
根
源
的
な
る
も
の
・
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー

『
白
痴
』
論
―
永
遠
の
構
図
）
」「
あ
と
が
き
」

・
『
虚
点
の
思
想

動
乱
を
越
え
る
も
の
』
（
永
田
書
店
）
一
二
月

「
夜

明
け
前
の
対
話
」
「
魂
の
中
の
動
乱
（
溶
け
ろ
、
ソ
ウ
ル
・
終
末
に
光

あ
れ
）
」
「
悪
夢
の
彼
方
―
サ
イ
ゴ
ン
の
夜
の
そ
こ
で
」
「
虚
点
の
黙
示

録
（
荒
正
人
論
―
虚
点
と
い
う
地
点
・
埴
谷
雄
高
「
死
霊
」
論
―
呪
わ

れ
た
も
の
Ⅰ
・
大
審
問
官
論
―
呪
わ
れ
た
も
の
Ⅱ
・
「
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ

の
兄
弟
」
論
―
予
言
の
書
・
現
代
文
明
と
抵
抗
）
」・
「
矛
盾
の
構
図
（
歴

史
と
永
遠
―
マ
ル
ロ
ー
「
希
望
」
・
流
血
と
沈
黙
―
エ
レ
ン
ブ
ル
グ

「
嵐
」・
革
命
と
転
向
―
ケ
ス
ト
ラ
ー
「
真
昼
の
暗
黒
」・
戦
争
と
平
和
―

ワ
イ
ダ
「
灰
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
・
政
治
と
文
学
―
メ
イ
ラ
ー
「
大
統

領
へ
の
白
書
」
）
」
「
解
説
的
あ
と
が
き
」

・
事
実
と
虚
構
（
「
国
語
通
信
」
）
？

・
現
実
と
妄
想
（
「
週
刊
文
春
」
）
？

・
夢
と
狂
気
（
「
現
代
詩
手
帳
」）
？

・
夢
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
（「
文
芸
」
）
？

＊
の
ち
前
半
を
『
幻
視
の
文
学
』

に
、
後
半
を
『
虚
構
的
時
代
の
虚
構
』
に
収
録

・
『
夢
の
浮
橋
』
論
（
未
発
表
）

＊
の
ち
『
幻
視
の
文
学
現
実
を
越
え
る

も
の
』
、
『
谷
崎
潤
一
郎
研
究
』
（
荒
正
人
編
著
・
昭
和
四
七
年
・
八
木

書
店
）
に
収
録

＊
一
九
六
九
年
（
昭
和
四
四
）

・
破
壊
へ
の
怖
れ
と
魅
惑
―
開
高
健
『
七
つ
の
短
い
小
説
』に
つ
い
て
（
「
文

学
界
」）
七
月
＃

・
デ
ル
タ
に
て
（
「
文
芸
」）
八
月

・

“
ま
じ
め
”
と
“
遊
び
”
―
松
原
新
一
「
文
学
的
勇
気
」（
「
文
芸
」）

九
月

・
小
林
秀
雄
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
（
「
国
文
学
」）
一
一
月

・
人
間
存
在
へ
の
意
識
―
基
本
的
な
逸
脱
（
「
国
文
学
」）
二
月

・
物
語
る
と
い
う
戦
い
？

＊
の
ち
『
虚
構
的
時
代
の
虚
構
』
、『
名
付
け

ら
れ
ぬ
も
の
の
岸
辺
に
て
』
及
び
『
虚
構
的
時
代
の
虚
構
』
に
収
録

＊
一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
五
）

・
小
説
の
小
説
に
つ
い
て
―
井
上
光
晴
論
（「
文
学
」
一
月

＊
の
ち
「
遥

か
な
る
帰
還
」
（
『
虚
構
的
時
代
の
虚
構
』
）
、
「
井
上
光
晴
『
海
へ
行
く

道
』
論
」
（
『
孤
独
の
密
度
』）
に
改
題

・
ソ
ン
ミ
村
、
事
実
か
ら
事
件
へ
―
わ
れ
わ
れ
は
“
事
件
”
を
つ
く
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
（
「
展
望
」）
二
月

＊
の
ち
「
虚
構
す
る
意
志
」
（
『
虚
構
的

時
代
の
虚
構
』）
に
改
題

・

“
自
由
”
で
あ
る
こ
と
―
「
イ
ー
ジ
ー
・
ラ
イ
ダ
ー
」
（
「
文
芸
」）
四

月
・
ニ
ュ
ー
・
ラ
デ
ィ
カ
ル
の
体
験
―
ス
ー
ザ
ン
・
ソ
ン
タ
グ
「
ハ
ノ
イ
で

考
え
た
こ
と
」
に
つ
い
て
（
新
書
解
題
）
（
「
文
学
界
」）
四
月
＃

・
還
れ
ぬ
旅
（
「
文
芸
」）
七
月

・
め
ぐ
ら
ざ
る
夏
（
「
文
学
界
」）
一
〇
月

・
垂
直
の
精
神
（
「
解
説
」
『
石
上
玄
一
郎
作
品
集
』
冬
樹
社
）
一
〇
月



・
音
楽
以
上
の
も
の
―
「
ウ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
」
（
「
文
芸
」
）
一
〇
月

・
悠
々
た
る
文
体
の
成
功
―
李
恢
成
『
わ
れ
ら
青
春
の
途
上
に
て
』（
「
早

稲
田
文
学
」
）
一
一
月

・
文
学
を
こ
う
考
え
る
（
「
東
京
新
聞
」）
？
夕
刊
一
二
日

＊
の
ち
「
は

じ
め
に
夢
が
あ
っ
た
」（
『
虚
構
的
時
代
の
虚
構
』
）
、「
夢
と
文
学
」（『
孤

独
の
密
度
』）
に
改
題

・
黒
い
童
話
の
世
界
―
埴
谷
雄
高
「
姿
な
き
司
祭
」
（
「
文
芸
」
）
一
二
月

＊
一
九
七
一
年
（
昭
和
四
六
）

・
喪
わ
れ
た
道
（
「
文
芸
」
）
五
月

・
虚
構
的
時
代
の
虚
構
（
「
週
刊
読
書
人
」
）
六
月
？

・
垂
直
の
旅
―
グ
イ
ー
ド
・
ピ
オ
ヴ
ェ
ー
ネ
著
・
千
種
堅
訳
『
冷
た
い
星
』

（
「
文
芸
」）
八
月

・
私
の
中
の
昭
和
史
（
「
文
芸
春
秋
」）
九
月

臨
時
増
刊
号

・
文
化
学
院
・
講
演
「
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
誕
生

年
記
念
」
九
月

＊

150

の
ち
「
小
説
家
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
誕
生
」
（
『
虚
構
的
時
代
の
虚

構
』）
、「
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
『
地
下
生
活
者
の
手
記
』『
罪
と
罰
』
論
」

（
『
孤
独
の
密
度
』）
に
改
題

・
未
来
に
投
影
さ
れ
る
夢
―
「
小
さ
な
巨
人
」
（
「
文
芸
」）
一
〇
月

・
『
還
れ
ぬ
旅
』（
河
出
書
房
新
社
）
一
〇
月

「
還
れ
ぬ
旅
」「
め
ぐ
ら
ざ

る
夏
」
「
喪
わ
れ
た
道
」

・
一
冊
の
書
物
（
『
埴
谷
雄
高
作
品
集

』
河
出
書
房
新
社
）

8

＊
一
九
七
二
年
（
昭
和
四
七
）

・
座
談

漂
流
そ
し
て
わ
れ
ら
の
う
ち
な
る
日
本
人
（
「
週
刊
読
書
人
」）

一
月
三
日

・
文
学
的
前
衛
と
し
て
の
埴
谷
雄
高
―
存
在
の
た
め
の
戦
い
（
「
国
文
学
」
）

一
月

・
原
初
に
自
発
す
る
も
の
―
『
闇
の
な
か
の
黒
い
馬
』
論
（
「
文
芸
」）
三

月

＊
の
ち
「
原
初
に
自
発
す
る
も
の
」
（
『
埴
谷
雄
高
作
品
集

別

巻
』）
、
「
虚
空
の
凝
集
力
」（
『
虚
構
的
時
代
の
虚
構
』）
、
「
永
劫
に
自
発

す
る
も
の
」
（
『
名
付
け
ら
れ
ぬ
も
の
の
岸
辺
に
て
』
）
に
そ
れ
ぞ
れ
改

題
・
原
形
質
的
な
密
度
―
島
尾
敏
雄
「
硝
子
障
子
の
シ
ル
エ
ッ
ト
」（
「
文
芸
」
）

五
月

・
出
会
い

夢
の
中
で
の
出
会
い
（
「
海
」）
五
月

・
無
人
地
帯
（
「
文
学
界
」）
五
月

・
安
部
公
房
の
矛
盾
―
『
砂
の
女
』
と
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
の
間
（
「
国

文
学
」
）
九
月

臨
時
増
刊
号

＊
の
ち
「
超
越
の
条
件
」
（
『
虚
構
的

時
代
の
虚
構
』）
に
改
題

・
『
虚
構
的
時
代
の
虚
構
』（
冬
樹
社
）
九
月
「
手
ご
た
え
な
き
時
代
（
虚

構
的
時
代
の
虚
構
・
象
徴
的
時
代
）」「
虚
構
の
原
点
（
私
を
超
え
る
私
・

は
じ
め
に
夢
が
あ
っ
た
・
虚
空
の
凝
集
力

埴
谷
雄
高
論
・
夢
の
中
で

の
出
会
い
）
」
「
言
葉
に
よ
る
超
越
（
物
語
る
と
い
う
戦
い
・
増
殖
す
る

言
葉
・
超
越
の
条
件

安
部
公
房
・
垂
直
の
精
神

石
上
玄
一
郎
論
・

遙
か
な
る
帰
還

井
上
光
晴
論
・
新
し
い
空
間
）」
「
創
造
ら
れ
る
地
平

（
日
常
の
裂
け
目
・
魂
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
虚
構
す
る
意
志
）
」
「
小
説

家
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
誕
生
―
『
地
下
生
活
者
の
手
記
』
か
ら
『
罪



と
罰
』
へ
」
「
あ
と
が
き
」

・
ロ
ー
マ
に
透
写
さ
れ
た
私
の
歴
史
―
「
フ
ェ
リ
ー
ニ
の
ロ
ー
マ
」
（
「
文

芸
」
）
一
一
月
＃

＊
一
九
七
三
年
（
昭
和
四
八
）

・
守
宮
的
な
も
の
（
「
世
界
」）
一
月

＊
の
ち
「
ヤ
モ
リ
的
な
」
（
『
私
の

な
か
の
他
人
』）
に
改
題

・
遺
し
え
ぬ
言
（
「
季
刊
芸
術
」
）
春

号
25

・
黙
示
の
な
か
の
ベ
ト
ナ
ム
―
私
自
身
に
と
っ
て
の
ベ
ト
ナ
ム
は
何
だ
っ

た
か
（
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
終
わ
っ
た
の
か
・
特
集
）（
「
世
界
」
）
四
月
＃

・
特
集
・
変
革
の
渦
中
を
生
き
抜
く
志
士
十
人
本
多
勝
一
―
取
材
さ
れ
る

側
に
立
つ
報
道
者
（
「
世
界
」
）
五
月
＃

・
此
岸
の
家
（
「
文
芸
」）
八
月

・
父
の
朗
読
（
「
新
潮
」）
一
〇
月

＊
の
ち
「
物
語
と
し
て
の
人
生
」（
『
聖

な
る
彼
方
へ
』）
に
改
題

・
島
尾
敏
雄
に
お
け
る
夢
と
現
実
―
近
作
「
引
越
し
」
に
つ
い
て
（
「
国

文
学
」）
一
〇
月

＊
の
ち
「
日
常
の
光
―
島
尾
敏
雄
「
引
越
し
」」（『
私

の
な
か
の
他
人
』
）
、「
島
尾
敏
雄
『
引
越
し
』
論
」
（
『
孤
独
の
密
度
』）

に
改
題

・
発
想
の
姿
勢
（
「
文
学
界
」
）
一
二
月

＊
の
ち
「
地
下
鉄
の
隅
で
」（
『
私

の
な
か
の
他
人
』）
に
改
題

・
対
岸
（
「
審
美
」
）
一
一
月
終
刊
号

＊
一
九
七
四
年
（
昭
和
四
九
）

・
餡
入
り
ド
ー
ナ
ツ
の
啓
示
（
「
東
京
新
聞
」）
一
月
二
二
日
夕
刊

＊
の

ち
「
ド
ー
ナ
ツ
の
啓
示
」
（
『
私
の
な
か
の
他
人
』）
に
改
題

・
対
談

四
十
代
文
学
の
リ
ア
リ
テ
ィ
（
「
流
動
」）
二
月

・
雲
の
橋
（
「
文
芸
」）
二
月

・
作
中
人
物

剥
き
出
し
の
生
（
「
海
」）
三
月

・
浮
ぶ
部
屋
（
「
文
芸
」）
六
月

・
母
な
る
も
の
（
五
木
寛
之
作
品
集
第
二
十
三
巻
『
地
図
の
な
い
旅
』「
解

説
」）
六
月

・
歴
史
と
風
土
（
「
共
同
通
信
」
）
七
月

＊
の
ち
「
創
る
べ
き
日
常
」（
『
私

の
な
か
の
他
人
』）
改
題

・
対
談

朝
鮮
育
ち
―
二
足
草
鞋
（
「
季
刊
芸
術
」）
七
月

・
第
二
回
平
林
た
い
子
文
学
賞
「
受
賞
の
こ
と
ば
」
（
「
新
潮
」
）
七
月

・
変
身
願
望
の
落
し
穴
（
「
中
央
公
論
」）
七
月

＊
の
ち
「
半
人
間
の
悲

し
み
」
（
『
私
の
な
か
の
他
人
』）
に
改
題

・
韓
国
遠
望
（
「
東
京
新
聞
」）
七
月
二
二
日
夕
刊

＊
の
ち
改
題
「
遠
い

憂
愁
」
（
『
私
の
な
か
の
他
人
』）

・
『
此
岸
の
家
』（
河
出
書
房
新
社
）
八
月

「
遺
し
え
ぬ
言
」「
此
岸
の
家
」

「
雲
の
橋
」
「
浮
ぶ
部
屋
」

・
対
談

戦
後
か
ら
現
在
へ
・
秋
山
駿
と
（
「
文
芸
」）
九
月

・
あ
の
夕
陽
（
「
新
潮
」）
九
月

・
校
旗
を
焼
い
た
日
（
「
群
像
」）
九
月

・
私
の
原
風
景

街
灯
が
ひ
と
り
で
に
消
え
る
と
き
（
「
す
ば
る
」）
九
月

・
現
実
と
い
う
彼
岸
（
「
解
説
」
安
岡
章
太
郎
『
舌
出
し
天
使
』
中
公
文

庫
）
九
月



・
優
し
い
お
と
な
の
眼
（
「
中
央
公
論
」
）
九
月

＊
の
ち
「
優
し
さ
に
つ

い
て
―
古
山
高
麗
雄
『
蟻
の
自
由
』」
（
『
私
の
な
か
の
他
人
』）
に
改
題

・
浮
ぶ
部
屋
（
「
文
芸
春
秋
」
）
九
月
＃

・
対
談

朝
鮮
人
と
日
本
人
（
「
諸
君
」
）
一
一
月

・
韓
国
文
学
と
の
対
話
（
冬
樹
社
『
現
代
韓
国
文
学
選
集
』
第
四
巻
「
月

報
」
）
一
二
月

＊
の
ち
「
韓
国
文
学
遠
望
」
（
『
私
の
な
か
の
他
人
』）

に
改
題

・
遠
い
陸
橋
（
「
海
」
）
八
月

・
日
録
（
「
日
本
読
書
新
聞
」）
？

＊
の
ち
「
四
十
九
年
秋
」
（
『
私
の
な

か
の
他
人
』）
に
改
題

＊
一
九
七
五
年
（
昭
和
五
〇
）

・
わ
が
家
の
雑
煮

お
ふ
く
ろ
か
ら
女
房
へ
（
「
週
刊
小
説
」）
一
月
三
日

・
天
堂
へ
の
馬
車
代
（
「
中
央
公
論
」）
一
月

・

“
私
の
な
か
の
他
人
”
に
出
会
う
道
（
「
読
売
新
聞
」
）
一
月
二
三
日

夕
刊

＊
の
ち
改
題
「
私
の
な
か
の
他
人
」
（
『
私
の
な
か
の
他
人
』
）

・
父
・
私
・
子
供
（
「
読
売
新
聞
」）
二
月
一
六
日

＊
の
ち
改
題
「
父
と

子
」
（
『
私
の
な
か
の
他
人
』）

・
石
の
年
（
「
文
学
界
」）
三
月

・
世
界
を
支
援
せ
よ
（
「
解
説
」
吉
行
淳
之
介
『
花
束
』
中
公
文
庫
）
三

月
・
風
の
地
平
（
「
文
芸
」）
三
月

・
あ
の
夕
陽
（
「
文
芸
春
秋
」
）
三
月

・
『
あ
の
夕
陽
』（
新
潮
社
）
三
月

「
あ
の
夕
陽
」
「
野
の
果
て
」
「
無
人

地
帯
」
「
対
岸
」
「
遠
い
陸
橋
」
「
私
の
原
風
景
」

・
第
七
二
回
芥
川
賞
「
受
賞
の
こ
と
ば
」
（
「
文
芸
春
秋
」）
三
月

・
野
の
果
て
（
「
新
潮
」）
四
月

・
肯
定
へ
の
戦
い
（
「
波
」）
四
月

＊
の
ち
「
形
な
い
も
の
の
影
」
（
『
私

の
な
か
の
他
人
』）
に
改
題

・
暗
い
参
道
（
「
海
」
）
五
月

＊
の
ち
「
霧
の
参
道
」
（
『
風
の
地
平
』
）

に
改
題

・
グ
ラ
ビ
ア

私
の
書
斎
（
「
中
央
公
論
」）
五
月

・
ヤ
モ
リ
の
い
る
部
屋
（
「
群
像
」）
五
月

＊
の
ち
改
題
「
ヤ
モ
リ
の
部

屋
」
（
『
風
の
地
平
』）

・
対
談

異
邦
人
感
覚
と
文
学
・
五
木
寛
之
と
（
「
文
学
界
」）
四
月
＃

・
故
郷
に
行
か
ざ
る
の
記
（
朝
鮮
）
（
「
文
学
界
」
）
六
月

＊
の
ち
改
題

「
失
わ
れ
ぬ
も
の
」
（
『
私
の
な
か
の
他
人
』）

・
サ
イ
ゴ
ン
の
老
人
（
「
別
冊
文
芸
春
秋
」）
六
月

夏
季
号
＃

・
グ
ラ
ビ
ア

私
の
愛
蔵

虫
が
つ
か
れ
て
は
困
る
も
の
（
「
週
刊
小
説
」
）

六
月
二
七
日

・
『
エ
ッ
セ
イ
集

私
の
な
か
の
他
人
』（
文
芸
春
秋
社
）
七
月

「
枠
の

な
い
自
画
像
（
遠
い
憂
愁
・
校
旗
を
焼
い
た
日
・
ヤ
モ
リ
的
な
・
地
下

鉄
の
隅
で
・
四
十
九
年
秋
・
父
と
子
・
失
わ
れ
ぬ
も
の
）
」
「
闇
の
な
か

の
呟
き
（
半
人
間
の
悲
し
み
・
創
る
べ
き
日
常
・
ド
ー
ナ
ツ
の
啓
示
・

私
の
な
か
の
他
人
・
形
な
い
も
の
の
影
）
」
「
出
会
い
（
母
な
る
も
の
―

五
木
寛
之
の
エ
ッ
セ
イ
・
現
実
と
い
う
彼
岸
―
安
岡
章
太
郎
『
舌
出
し

天
使
』・
世
界
を
支
援
せ
よ
―
吉
行
淳
之
介
『
花
束
』・
優
し
さ
に
つ
い

て
―
古
山
高
麗
雄
『
蟻
の
自
由
』・
日
常
の
光
―
島
尾
敏
雄
「
引
越
し
」・



韓
国
文
学
遠
望
）
」
「
め
ま
い
の
年
の
記
録
（
溶
け
ろ
、
ソ
ウ
ル
・
光
あ

れ
・
私
は
ベ
ト
ナ
ム
を
見
た
か
）
」
「
他
人
の
な
か
の
私
―
あ
と
が
き
に

か
え
て
」

・
対
談

戦
後
三
十
年
の
歩
み
「
表
現
の
た
の
し
み
」
（
「
文
芸
」
）
七
月

・
対
談
時
評
（
「
文
学
界
」）
八
月
・
九
月

・
背
番
号
は

（
「
文
芸
春
秋
」
）
九
月

69

・
韓
国
へ
里
帰
り
の
妻
と
と
も
に
（
「
婦
人
公
論
」）
一
〇
月

・
『
孤
独
の
密
度
』（
冬
樹
社
）
一
一
月

「
天
籟
に
つ
い
て
」「
焼
跡
か
ら
」

「
即
物
的
と
い
う
こ
と
」
「
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
』

論
」「
三
島
由
紀
夫
論
」「
大
岡
昇
平
『
野
火
』
論
」「
事
実
と
虚
構
」「
物

と
空
虚
」「
梅
崎
春
生
『
幻
化
』
論
」「
谷
崎
潤
一
郎
『
夢
の
浮
橋
』
論
」

「
夢
と
文
学
」
「
井
上
光
晴
『
海
へ
行
く
駅
』
論
」
「
埴
谷
雄
高
『
闇
の

な
か
の
黒
い
馬
』
論
」「
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
『
地
下
生
活
者
の
手
記
」

論
』「
島
尾
敏
雄
「
引
越
し
」
論
」「
あ
と
が
き
」

・
カ
ッ
コ
の
こ
と
（
「
潮
」）
？

＊
一
九
七
六
年
（
昭
和
五
一
）

・
彼
岸
の
墓
（
「
中
央
公
論
」
）
一
月

・
空
中
庭
園
（
「
海
」
）
一
月

・
日
記
（
「
風
景
」
）
二
月

・
『
風
の
地
平
』（
中
央
公
論
社
）
四
月

「
ヤ
モ
リ
の
部
屋
」「
空
中
庭
園
」

「
天
堂
へ
の
馬
車
代
」
「
霧
の
参
道
」
「
彼
岸
の
墓
」
「
風
の
地
平
」

・
対
談
時
評
―
開
か
れ
る
小
説
空
間
（
「
文
学
界
」）
四
月
＃

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
女
た
ち
（
「
婦
人
公
論
」
）
七
月

・
特
集

小
説
の
文
章
詩
の
言
葉
・
エ
ッ
セ
イ
（
「
早
稲
田
文
学
」）
八
月

・
対
談

ベ
レ
ン
コ
中
尉
は
広
所
恐
怖
症
か
な
？
（
「
週
刊
読
売
」）
九
月

二
五
日

・
私
の
宇
宙
誌
（
「
週
刊
読
書
人
」）
一
一
月
一
五
日
～
一
九
七
八
年
四
月

二
四
日

・
赤
い
月
（
「
文
芸
展
望
」）
一
月
冬
号

・
文
明
の
中
の
野
蛮
（『
岩
波
講
座

文
学

』）
一
一
月

＊
の
ち
「
人

11

間
、
こ
の
全
体
的
な
も
の
」
（
『
聖
な
る
彼
方
へ
』）
に
改
題

・
虚
無
か
ら
の
創
造
（
「
週
刊
読
書
人
」）
？

・
孤
独
な
大
陸
（
「
読
売
新
聞
」）
？

＊
一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
）

・
一
週
間
に
こ
れ
だ
け
食
べ
ま
し
た
（
「
週
刊
読
売
」）
四
月
二
日

・
「
月
は
東
に
」
―
黒
い
土
と
白
い
骨
（
「
国
文
学
」
）
八
月

＊
の
ち
「
魂

の
黒
い
風
土
」
（
『
聖
な
る
彼
方
へ
』）
に
改
題

・
西
湖
幻
々
（
「
海
」）
八
月

・
漂
泊
（
「
文
芸
」）
一
〇
月

・
ポ
ン
ペ
イ
の
光
（
「
海
」）
一
一
月

・
闇
あ
り
き
（
「
文
芸
展
望
」）
一
月
冬
号

＊
の
ち
「
細
胞
一
個
」
（
『
蛇

の
い
た
場
所
』）
に
改
題

・
此
岸
と
彼
岸
の
対
境
（
『
集
英
社
世
界
文
学
』
第

巻
「
月
報
」）
？

20

・
心
の
森
（
「
読
売
新
聞
」）
？

＊
一
九
七
八
年
（
昭
和
五
三
）



・
空
室
（
「
文
学
界
」
）
一
月

・
蛇
の
い
た
場
所
（
「
文
芸
展
望
」）
一
月
冬
号

・
北
の
火
（
「
新
潮
」）
二
月

・
裏
階
段
（
「
文
学
界
」）
二
月

・
台
地
（
「
文
学
界
」
）
三
月

＊
の
ち
「
廃
園
」
（
『
鉄
の
時
代
』
）
に
改

題
・
「
文
体
」
断
想
（
「
季
刊
文
体
」
）
三
月
春
季
号

＊
の
ち
「
文
体
に
つ

い
て
」
（
『
聖
な
る
彼
方
へ
』）
に
改
題

・
暗
い
穴
（
「
文
学
界
」）
四
月

＊
の
ち
『
鉄
の
時
代
』
に
収
録

・
果
て
の
谷
（
「
す
ば
る
」
）
四
月

・
断
層
（
「
文
学
界
」）
五
月

・
『
漂
泊
・
北
の
火
』（
河
出
書
房
新
社
）
五
月

「
漂
泊
」
（
改
稿
）
「
ポ

ン
ペ
イ
の
光
」「
北
の
火
」（
改
稿
）「
西
湖
幻
々
」「
サ
イ
ゴ
ン
の
老
人
」

「
あ
と
が
き
」

・
読
書
鼎
談
（
「
文
芸
」）
四
月
・
五
月
・
六
月

・
共
生
（
「
文
芸
」）
七
月

・
鉄
の
時
代
（
「
文
学
界
」）
七
月

・
言
霊
と
地
霊
（
「
す
ば
る
」
）
八
月

・
河
口
（
「
文
学
界
」
）
八
月

・
『
私
と
い
う
宇
宙

迷
路
の
王
国
』（
集
英
社
）
八
月

「
前
口
上
」
「
序

章
」
「
肉
体
（
体
感
・
第
三
の
眼
・
鳥
人
の
夢
・
痔
）
」
「
衣
食
（
深
夜

の
牛
罐
・
煙
草
・
ネ
ク
タ
イ
・
レ
イ
ン
コ
ー
ト
）」
「
部
屋
（
ゴ
ム
動
力

機
・
七
輪
・
ゴ
ム
の
木
・
窓
・
鏡
）
」「
家
（
洋
館
・
土
塀
・
祖
父
の
家
・

火
・
天
と
地
の
間
）
」
「
機
械
（
テ
レ
タ
イ
プ
・
戦
車
・
妄
想
機
械
・
交

換
レ
ン
ズ
・
艦
橋
・
ロ
ボ
ッ
ト
）
」
「
生
き
も
の
（
水
族
館
・
越
境
者
・

夜
走
る
も
の
・
交
尾
・
ニ
ワ
ト
リ
の
い
る
風
景
・
ヤ
モ
リ
・
影
・
龍
）
」

「
街
（
天
壇
・
魂
の
地
形
・
地
下
都
市
・
地
の
果
て
・
橋
か
ら
の
眺
め
・

迷
路
電
車
・
踏
切
・
階
段
）
」
「
山
河
（
魔
の
河
・
黒
い
水
・
山
・
地
平

の
木
・
雨
ぞ
降
る
・
ど
こ
に
還
る
・
雪
国
）
」
「
宇
宙
（
赤
い
月
・
ブ
ラ

ッ
ク
・
ホ
ー
ル
・
渦
巻
く
も
の
・
大
真
空
・
時
の
曼
荼
羅
・
あ
る
が
ま

ま
の
夢
幻
）」「
終
章
」

＊
連
載
分
か
ら

編
を
削
除
し
、「
体
感
」「
深

4

夜
の
牛
罐
」
「
交
換
レ
ン
ズ
」
「
影
」「
終
章
」
を
書
き
下
ろ
す
。

・
中
間
領
域
（
「
す
ば
る
」）
九
月

・
心
の
地
理
（
「
新
潮
」）
九
月

・
骨
肉
（
「
群
像
」）
九
月

・
雲
の
柱
（
「
文
学
界
」）
九
月

・
即
物
と
抽
象
（
「
す
ば
る
」）
一
〇
月

・
井
戸
（
「
文
学
界
」）
一
〇
月

・
逆
光
（
「
文
学
界
」）
一
一
月

・
一
冊
へ
の
道
（
「
す
ば
る
」）
一
一
月

・
往
還
（
「
文
学
界
」）
一
二
月

・
短
か
さ
の
中
の
豊
か
さ
（
「
カ
イ
エ
」）
？

・
神
々
の
盆
地
（
「
読
売
新
聞
」）
？

＊
一
九
七
九
年
（
昭
和
五
四
）

・
軌
道
（
「
季
刊
芸
術
」）
一
月
冬
号

・
窓
の
女
（
「
す
ば
る
」）
一
月

臨
時
増
刊
号

＊
の
ち
「
窓
の
女
神
」

（
『
蛇
の
い
た
場
所
』）
に
改
題



・
『
鉄
の
時
代
』（
文
芸
春
秋
社
）
三
月

＊
全
体
的
に
加
筆
改
稿
あ
り

「
黒
い
穴
」
「
裏
階
段
」
「
空
室
」
「
廃
園
」
「
鉄
の
時
代
」「
河
口
」
「
雲

の
柱
」
「
井
戸
」
「
軌
道
」
「
断
層
」「
共
生
」
「
骨
肉
」「
逆
光
」

・
座
談

親
と
子
の
同
時
進
行
座
談
会
（
「
週
刊
読
売
」）
三
月
一
一
日

・
黒
い
音
（
「
群
像
」）
四
月

＊
の
ち
『
黄
道
の
光
』「
そ
の
一
」
に

・
ア
ン
ケ
ー
ト

私
の
卒
業
論
文
（
「
流
動
」
）
六
月
臨
時
増
刊
号

・
座
談

カ
ン
ボ
ジ
ア
大
虐
殺
は
な
ぜ
起
き
た
か
（
「
週
刊
読
売
」）
七
月

一
日

・
枯
野
の
子
（
「
群
像
」
）
七
月

＊
の
ち
『
黄
道
の
光
』
「
そ
の
二
」
に

・
怒
れ
る
夢
の
人
―
回
想
・
荒
正
人
（
「
新
潮
」
）
八
月

・
正
常
人
荒
正
人
（
荒
正
人
追
悼
）
（
「
文
芸
」）
八
月

・
立
体
交
差
（
「
群
像
」
）
八
月

＊
の
ち
『
黄
道
の
光
』
「
そ
の
三
」
に

・
母
の
な
い
夜
（
「
群
像
」
）
九
月

＊
の
ち
『
黄
道
の
光
』
「
そ
の
四
」

に
・
対
談
時
評

想
像
力
と
現
実
（
「
文
学
界
」
）
九
月

・
根
の
イ
メ
ー
ジ
（
「
自
然
と
盆
栽
」）
一
〇
月

＊
の
ち
「
生
命
の
イ
メ

ー
ジ
」
（
『
聖
な
る
彼
方
へ
』）
に
改
題

・
鉄
と
森
（
「
文
学
界
」）
一
〇
月

＊
の
ち
「
鉄
と
森
、
あ
る
い
は
魂
の

二
重
性
」
（
『
聖
な
る
彼
方
へ
』）
に
改
題

・
影
の
部
分
（
「
群
像
」
）
一
〇
月

＊
の
ち
『
黄
道
の
光
』
「
そ
の
五
」

に
・
地
下
に
も
ぐ
っ
た
現
代
彫
刻
―
井
上
武
吉
の
「
迷
宮
」（
「
芸
術
新
潮
」）？

＊
の
ち
「
奥
深
い
場
所
」
（
『
聖
な
る
彼
方
へ
』）
に
改
題

・
グ
ラ
ビ
ア

私
の
結
婚
（
「
週
刊
文
春
」
）
一
一
月
二
九
日

・
谷
間
（
群
像
）
一
一
月

＊
の
ち
『
黄
道
の
光
』「
そ
の
六
」
に

・
光
る
影
（
「
群
像
」
）
一
二
月

＊
の
ち
『
黄
道
の
光
』「
完
」
に

・
存
在
の
根
源
に
及
ぶ
想
像
力
（
「
週
刊
読
書
人
」）
？

・
三
つ
の
聖
地
（
「
読
売
新
聞
」）
？

・
運
命
の
働
き
と
書
物
（「
す
ば
る
」）
？

＊
一
九
八
〇
年
（
昭
和
五
五
）

・
大
い
な
る
感
触
―
「
放
屁
抄
」
安
岡
章
太
郎
（「
新
潮
」）
一
月

＊
の

ち
「
遠
く
暗
い
声
」
（
『
聖
な
る
彼
方
へ
』）
に
改
題

・
創
作
合
評
（
「
群
像
」）
一
月
・
二
月
・
三
月

・
文
学
・
芸
術
・
歴
史
そ
し
て
俳
句
（
「
杉
」）
一
月

＊
の
ち
「
造
化
の

世
界
」
（
『
聖
な
る
彼
方
へ
』）
に
改
題

・
巫
女
の
い
る
小
宇
宙
―
「
女
人
祭
」
田
久
保
英
夫
（
「
群
像
」）
二
月

・
『
風
の
地
平
』（
中
公
文
庫
）
二
月

＊
内
容
は
単
行
本
『
風
の
地
平
』

と
同
じ
。
川
崎
洋
「
解
説
」
を
付
す
。

・
『
母
の
な
い
夜
』（
講
談
社
）
三
月

「
黒
い
音
」「
荒
野
の
子
」「
血
」「
遠

い
声
」
「
母
の
な
い
夜
」
「
地
下
」
「
谷
間
に
て
」
「
光
る
影
」

＊
『
黄

道
の
光
』
の
総
題
で
連
載
さ
れ
た
も
の
。
た
だ
し
、
章
立
て
と
章
題
は

一
部
改
変
。

・
光
の
感
覚
（
「
文
学
界
」）
四
月

＊
の
ち
「
光
へ
の
郷
愁
」
（
『
聖
な
る

彼
方
へ
』）
に
改
題

・
父
の
書
き
方
（
「
文
芸
春
秋
」）
五
月

・
雪
女
（
「
新
潮
」）
五
月

・
対
談
時
評
（
「
文
学
界
」）
六
月



・
黒
い
水
（
「
す
ば
る
」）
六
月

・
『
蛇
の
い
た
場
所
』（
集
英
社
）
七
月

「
赤
い
月
」
「
細
胞
一
個
」
「
蛇

の
い
た
場
所
」
「
黒
い
水
」
「
雪
女
」
「
窓
の
女
神
」
「
果
て
の
谷
」

・
ミ
ミ
ズ
の
絡
み
合
い
（
「
婦
人
公
論
」）
七
月

・
地
下
都
市
（
「
海
」）
八
月

・
読
書
鼎
談
（
「
文
芸
」）
八
月
・
九
月
・
一
〇
月

・
夜
明
け
前
の
対
話
（
「
文
芸
」）
八
月

・
不
毛
か
ら
の
創
造
（
「
近
代
文
学
」）
一
二
月

・
「
ウ
ル
リ
ー
ク
」
は
三
度
読
み
直
し
給
え
（
「
週
刊
読
書
人
」）
？

＊
一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
）

・
白
い
闇
（
「
文
学
界
」）
一
月

・
抱
擁
（
「
す
ば
る
」
）
・
一
月
「
秘
園
」
・
三
月
「
飛
天
女
」
・
五
月
「
向

う
側
」・
七
月
「
白
夜
」・
九
月
「
方
舟
」

・
本
源
の
力

「
初
め
の
愛
」
坂
上
弘
（
「
群
像
」
）
二
月

＊
の
ち
「
エ

ロ
ス
と
日
常
性
」
（
『
聖
な
る
彼
方
へ
』）
に
改
題

・
昼
と
夜
の
境
に
立
つ
樹
（
「
海
」
）
二
月

・
地
下
の
家
族
（
「
新
潮
」）
四
月

・
創
作
合
評
（
「
群
像
」）
四
月
・
五
月
・
六
月

・
島
（
「
作
品
」
）
四
月

＊
の
ち
「
月
の
島
」（『
天
窓
の
あ
る
ガ
レ
ー
ジ
』
）

に
改
題

・
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
（
共
同
討
議
）
（
「
文
学
界
」）
四
月

・
現
場
と
い
う
場
の
震
え
「
深
ん
ど
」
上
田
三
四
二
（
「
群
像
」）
八
月

・
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
の
光
（
「
文
学
界
」）
八
月

・
特
別
企
画

離
婚

離
婚
し
て
ふ
と
思
う
“
幸
福
”
“
不
幸
”
尾
を
引

く
後
ろ
め
た
さ
（
「
週
刊
読
売
」）
九
月
二
七
日

・
俳
句
門
前
の
記
（
「
銀
座
百
点
」）
九
月

＊
の
ち
「
聖
三
角
形
」
（
『
聖

な
る
彼
方
へ
』）
に
改
題

・
渦
巻
（
「
海
」）
一
〇
月

・
鷹
の
目
（
森
敦
『
月
山
』
記
念
碑
建
立
記
念
文
集
）
一
一
月

＊
の
ち

「
自
然
で
自
由
な
空
間
の
展
開
」
（
『
聖
な
る
彼
方
へ
』）
に
改
題

・
読
書
鼎
談
（
「
文
芸
」）
一
一
月
・
一
二
月

・
夕
焼
け
の
黒
い
鳥
（
「
新
潮
」）
一
二
月

・
『
聖
な
る
彼
方
へ

わ
が
魂
の
遍
歴
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）
一
二
月

「
ま

え
が
き
」「
約
束
の
地
―
大
地
の
神
々
、
そ
し
て
人
間
（
三
つ
の
聖
地
・

神
々
の
盆
地
・
心
の
森
・
黄
昏
の
天
国
・
孤
独
な
大
陸
）
」
「
ド
リ
ー

ム
・
タ
イ
ム
―
生
き
る
力
と
創
造
の
根
（
人
間
、こ
の
全
体
的
な
も
の
・

地
の
底
へ
の
回
帰
・
開
か
れ
た
感
覚
・
書
く
と
い
う
こ
と
）」
「
書
物
と

い
う
宇
宙
―
わ
れ
わ
れ
を
夢
み
て
い
る
夢
（
一
冊
の
書
物
・
閉
じ
た
無

限
・
内
な
る
彼
方
・
永
遠
に
女
性
な
る
も
の
・
大
い
な
る
感
触
）
」
「
造

化
の
世
界
俳
人
・
森
澄
雄
と
の
対
話
」

・
父
が
守
っ
た
も
の
（
「V

oice

」
）
一
二
月

・
座
談
会
・
想
像
力
は
ど
こ
か
ら
・
戸
田
盛
和
・
三
宅
榛
名
と
（
「
婦
人

之
友
」）
一
二
月
＃

・
黄
昏
の
天
国
（
「
読
売
新
聞
」）
？

＊
一
九
八
二
年
（
昭
和
五
七
）

・
読
書
鼎
談
（
「
文
芸
」）
一
月



・

歳
の
よ
ろ
い
戸
（
「
文
学
界
」
）
一
月
新
年
号

＊
の
ち
（
『
天
窓
の

29あ
る
ガ
レ
ー
ジ
』）

・
天
窓
の
あ
る
ガ
レ
ー
ジ
（
「
海
燕
」）
一
月
新
年
号

・
聖
家
族
（
「
文
芸
」
）
一
月
～
九
月

・
『
抱
擁
』（
集
英
社
）
二
月

「
洋
館
」
「
少
女
」
「
白
夜
」
「
洪
水
」

・
安
岡
章
太
郎
『
流
離
譚
』

日
本
に
お
け
る
“
私
”
（
「
群
像
」）
三
月

・
『
此
岸
の
家
』（
河
出
文
庫
）
四
月

＊
収
録
作
品
は
単
行
本
『
此
岸
の

家
』
と
同
じ
・
「
著
者
ノ
ー
ト
」
を
付
す

・
「
著
者
ノ
ー
ト
」
大
い
な
る
闇
の
流
れ
（
『
此
岸
の
家
』
河
出
文
庫
）
四

月
・
「
私
の
世
界
」
東
山
魁
夷
と
の
対
談
（
「
読
売
新
聞
」
）
四
月
一
日
～
三

〇
日
夕
刊

・
愉
し
く
も
う
ら
哀
し
き
フ
ル
ム
ー
ン
旅
行
（
「V
oice

」
）
四
月
＃

・
解
説
（
開
高
健
『
歩
く
影
た
ち
』
新
潮
文
庫
）
五
月

＊
の
ち
「
宇
宙

的
な
目
」
（
『
名
づ
け
ら
れ
ぬ
も
の
の
岸
辺
に
て
』）
に
改
題

・
『
天
窓
の
あ
る
ガ
レ
ー
ジ
』（
福
武
書
店
）
五
月

「
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
の

光
」
「
昼
と
夜
の
境
に
立
つ
樹
（
改
稿
）
」
「
月
の
島
（
改
稿
）
」
「
天
窓

の
あ
る
ガ
レ
ー
ジ
」
「

歳
の
よ
ろ
い
戸
（
改
稿
）
」
「
夕
焼
け
の
黒
い

29

鳥
」
「
地
下
都
市
」
「
渦
巻
」
「
あ
と
が
き
」

・
私
の
世
界

今
西
錦
司
と
の
対
談
（
「
読
売
新
聞
」）
六
月
七
日
～
七
月

九
日
夕
刊

・
『
科
学
の
最
前
線

世
紀
に
人
間
と
科
学
は
ど
う
変
る
か
』（
学
生
社
）
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六
月

「
は
じ
め
に
（
日
野
啓
三
）」
「
宇
宙
は
爆
発
す
る
―
人
類
の
未

来
は
？
（
小
尾
信
彌
東
大
教
授
）
」
「
生
命
の
神
秘
―
地
球
上
の
全
生
物

の
遺
伝
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
共
通
だ
！
（
渡
辺
格
慶
大
教
授
）」
「
進
化
す

る
海
―
陸
地
と
海
水
は
双
生
児
（
星
野
通
平
東
海
大
教
授
）
」
「
光
、
こ

の
無
限
な
る
空
間
の
魔
術
師
―
人
類
の
未
来
を
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
（
戸

田
盛
和
横
浜
国
大
教
授
）
」「
脈
動
す
る
地
球
―
ま
だ

歳
前
の
若
さ
（
竹

30

内
均
東
大
名
誉
教
授
）
」「
物
質
の
根
源
―
変
幻
自
在
の
素
粒
子
た
ち
の

美
し
い
“
極
美
の
宇
宙
”
（
中
村
誠
太
郎
東
海
大
教
授
）
」
「
気
象
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
―
大
気
も
生
命
の
一
部
だ
（
駒
林
誠
理
学
博
士
）」
「
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
は
頭
脳
を
越
え
ら
れ
る
か
―
人
間
の
能
力
を
改
め
て
自
覚
す

る
刺
戟
（
品
川
嘉
也
京
大
助
教
授
）」「
あ
と
が
き
」

＊
「
読
売
新
聞
」

掲
載
（
三
菱
商
事
株
式
会
社
）

・
書
評
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
我
々
の
灰
は
新
し
い
種
族
を
つ
く
り
う
る
か
」

（
「
週
刊
ポ
ス
ト
」）
六
月
二
五
日

・
創
作
合
評
（
「
群
像
」）
七
月
・
八
月
・
九
月

・
カ
ラ
ス
の
見
え
る
場
所
（
「
新
潮
」）
八
月

・
東
山
魁
夷
と
の
対
談

開
か
れ
た
孤
独
（
対
談
を
終
え
て
）
（
「
季
刊
み

ず
ゑ
」）
九
月
秋
号

・
俯
く
像
（
「
文
学
界
」）
九
月
＃

・
羽
化
（
「
す
ば
る
」）
一
〇
月
＃

・
今
西
錦
司
と
の
対
談

創
造
性
と
は
何
か
（
「V

oice

」
）
一
〇
月

・
ふ
し
ぎ
な
球
（
「
海
」
臨
時
増
刊
「
子
ど
も
の
宇
宙
」）
一
二
月

・
火
口
湖
（
「
文
学
界
」）
一
二
月

＊
一
九
八
三
年
（
昭
和
五
八
）

・
草
（
「
文
芸
」）
一
月



・
江
上
波
夫
と
の
対
談

私
の
世
界
（
「
読
売
新
聞
」
）
一
月
四
日
～
二
月

一
六
日
夕
刊

・
冬
の
光
の
な
か
で
（
「
群
像
」
）
二
月

・
あ
る
未
来
（
「
新
潮
」）
三
月

＊
の
ち
「
明
日
と
の
対
話
」
（
『
名
づ
け

ら
れ
ぬ
も
の
の
岸
辺
に
て
』）
に
改
題

・
『
聖
家
族
』（
河
出
書
房
新
社
）
三
月

・
対
談

宇
宙
体
験
が
開
い
た
世
界
・
立
花
隆
と
（
「
中
央
公
論
」）
四
月

・
特
集

い
ま
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
文
学
・
反
対
の
一
致
（
「
す
ば
る
」
）

五
月

・
つ
ね
に
最
後
の
春
（
「
文
学
界
」
）
六
月

＊
の
ち
改
題
「
消
え
て
ゆ
く

風
景
」
（
『
階
段
の
あ
る
空
』）

・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
特
集
・
大
地
母
神
と
戦
う
錬
金
術
師
（
「
ユ
リ

イ
カ
」）
七
月

・
「
日
野
啓
三
対
談
集
『
創
造
す
る
心
』
」（
読
売
新
聞
社
）
八
月

「
東

山
魁
夷

生
か
さ
れ
て
」
「
東
山
魁
夷

開
か
れ
た
孤
独
」「
今
西
錦
司

成
る
が
ま
ま
の
世
界
」
「
今
西
錦
司

創
造
性
と
は
何
か
」
「
江
上
波

夫

地
平
を
超
え
る
構
想
力
」「
大
い
な
る
影

あ
と
が
き
に
か
え
て
」

・
空
の
階
段
（
「
文
学
界
」
）
九
月

＊
の
ち
改
題
「
階
段
の
あ
る
空
」（『
階

段
の
あ
る
空
』）

・
向
う
側
（
「
中
央
公
論
」）
八
月

・
鉄
道
時
計
―
大
き
な
運
命
を
見
つ
め
て
（
「
週
刊
朝
日
」
）
九
月
二
日
＃

・
創
作
合
評
（
「
群
像
」）
一
〇
月
・
一
一
月
・
一
二
月

・
空
想
の
映
画
館
（
「
海
燕
」
）
一
一
月

・
解
説
（
『
幻
化
』
福
武
文
芸
選
書
）
？

＊
の
ち
「
彼
方
か
ら
の
声
」（『
名

づ
け
ら
れ
ぬ
も
の
の
岸
辺
に
て
』
）
に
改
題
、
さ
ら
に
「
無
に
さ
ら
さ

れ
て
」
（
『
都
市
と
い
う
新
し
い
自
然
』）
に
再
改
題

・
大
地
な
き
時
代
の
神
話
？

＊
一
九
八
四
年
（
昭
和
五
九
）

・
夢
を
走
る
（
「
文
学
界
」）
一
月
新
年
号

・
砂
の
街
（
「
海
」）
一
月
新
年
号

・
『
名
づ
け
ら
れ
ぬ
も
の
の
岸
辺
に
て

日
野
啓
三
主
要
全
評
論
』（
出
帆

新
社
）
一
月

「
夜
明
け
前
の
対
話
」「
廃
墟
論
」「
悪
夢
の
彼
方
」「
空

虚
に
つ
い
て
」
「
夢
み
る
力
」
「
不
毛
か
ら
の
創
造
（
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン

『
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
』）
「
存
在
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
（
三
島
由
紀
夫
）
」
「
彼

方
か
ら
の
声
（
梅
崎
春
生
『
幻
化
』
）
」
「
永
劫
に
自
発
す
る
も
の
（
埴

谷
雄
高
『
闇
の
な
か
の
黒
い
馬
』
）」「
謎
の
沼
の
な
か
で
（
ブ
ル
ー
ノ
・

シ
ュ
ル
ツ
の
幻
想
短
編
）
」
「
物
語
る
と
い
う
戦
い
（
ギ
ュ
ン
タ
ー
・
グ

ラ
ス
、
ロ
ブ
グ
リ
エ
、
ピ
オ
ヴ
ェ
ー
ネ
）
」
「
魂
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
（
ニ

ェ
メ
ッ
ツ
『
夜
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』
デ
ニ
ス
・
ホ
ッ
パ
ー
『
イ
ー
ジ
ー
・

ラ
イ
ダ
ー
』）
」
「
宇
宙
的
な
目
（
開
高
健
『
歩
く
影
た
ち
』）
」「
わ
れ
わ

れ
の
時
代
の
信
和
（
Ｔ
・
Ｇ
・
バ
ラ
ー
ド
「
書
き
下
ろ
し
」
）
」
「
空
想

の
映
画
館
（
キ
ュ
ー
ブ
リ
ッ
ク
『
２
０
０
１
年
宇
宙
の
旅
』
、
タ
ル
コ

フ
ス
キ
ー
『
ス
ト
ー
カ
ー
』
）
」「
冬
の
光
の
な
か
で
」「
明
日
と
の
対
話
」

「
あ
と
が
き
」

・
『
あ
の
夕
陽
』（
集
英
社
文
庫
）
二
月

「
あ
の
夕
陽
」
「
赤
い
月
」
「
蛇

の
い
た
場
所
」「
黒
い
水
」「
雪
女
」「
果
て
の
谷
」「
解
説
（
奥
野
健
男
）」

・
対
談
時
評
（
「
文
学
界
」）
二
月
・
三
月



・
い
ま
人
類
の
意
識
の
変
容
が
始
ま
っ
て
い
る
（
「
中
央
公
論
」）
五
月

・m
y
B
ooks

（
「
中
央
公
論
」）
五
月
＃

・
座
談
会

コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
再
構
築
へ
の
旅
立
ち
・
村
上
陽
一
郎
・
品
川

嘉
也
と
（
中
央
公
論
）
六
月

・
星
の
流
れ
が
聞
こ
え
る
家
（
「
海
燕
」
）
七
月

・
孤
独
な
ネ
コ
は
黒
い
雪
の
夢
を
み
る
（
「
新
潮
」）
九
月

・
石
の
花
（
「
中
央
公
論
文
芸
特
集
」）
一
〇
月

・
感
性
ア
ッ
プ
の
時
代
（
「
読
売
新
聞
」
）
一
〇
月
二
三
日

・
『
夢
を
走
る
』（
中
央
公
論
社
）
一
一
月

「
カ
ラ
ス
の
見
え
る
場
所
」「
星

の
流
れ
が
聞
こ
え
る
と
き
（
改
稿
）
」
「
ふ
し
ぎ
な
球
」
「
砂
の
街
（
改

稿
）
」
「
孤
独
な
ネ
コ
は
黒
い
雪
の
夢
を
み
る
」
「
石
の
花
」「
夢
を
走
る

（
改
稿
）
」

・
ビ
ル
の
消
え
た
日
（
「
文
学
界
」
）
一
一
月
＃

・
意
識
が
現
実
を
つ
く
る
（
『
デ
ィ
ッ
ク
短
編
集

』
サ
ン
リ
オ
Ｓ
Ｆ
文

3

庫
）
？

＊
一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
）

・
砂
丘
が
動
く
よ
う
に
（
「
中
央
公
論
」
）
一
月
～
一
二
月

・
大
い
な
る
影
（
「
文
学
界
」
）
三
月

＊
の
ち
「
ふ
し
ぎ
な
影
」
（
『
階
段

の
あ
る
空
』）
に
改
題

・
新
し
い
視
覚
（
「
新
潮
」
）
五
月

・
赤
と
黒
―
あ
る
い
は
冥
府
か
ら
の
贈
り
物
（
『
現
代
世
界
の
美
術

ム
8

ン
ク
』
集
英
社
）
六
月

・
夢
の
島
（
「
群
像
」
）
七
月

・
あ
ゝ
、
親
業
、
息
子
の
将
来
を
ど
う
す
る
（
「W

ill

」
）
八
月

・
私
に
と
っ
て
都
市
も
自
然
だ
（
「N

ew
ton

」
）
九
月

・
鏡
の
高
原
（
「
海
燕
」）
一
〇
月

＊
の
ち
「
鏡
面
界
」
（
『
階
段
の
あ
る

空
』）
に
改
題

・
『
夢
の
島
』（
講
談
社
）
一
〇
月

「
夢
の
島
」
「
あ
と
が
き
」

・
創
作
合
評
（
「
群
像
」）
一
〇
月
・
一
一
月
・
一
二
月

・
光
る
輪
（
「
文
学
界
」）
一
一
月

＊
一
九
八
六
年
（
昭
和
六
一
）

・
風
を
讃
え
よ
（
「
文
学
界
」）
一
月

・
な
ぜ
、
い
ま

分
間
ス
ピ
ー
チ
か
（
「
中
央
公
論
」）
一
月
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・L
iving

Z
ero

（
「
す
ば
る
」）
一
月
～
一
二
月

・
闇
の
誘
い
（
「
東
京
人
」
）
二
号

三
月

＊
の
ち
改
題
「
腐
蝕
す
る
街
」

（
『
階
段
の
あ
る
空
』）

・
東
京
が
見
え
な
く
な
る
（
「
読
売
新
聞
」）
三
月
二
〇
日
夕
刊

・
七
千
万
年
の
夜
警
（
「
海
燕
」）
四
月

・
尖
鋭
化
す
る
夢
の
空
間
（
「
太
陽
」）
四
月

・
『
砂
丘
が
動
く
よ
う
に
』（
中
央
公
論
）
四
月

＊
加
筆
訂
正
あ
り

・
特
集

Ｊ
・
Ｇ
・
バ
ラ
ー
ド
―
終
末
の
感
覚

徹
底
討
議

テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
誘
惑
―
結
晶
の
美
学
、
絶
滅
の
倫
理
（
「
ユ
リ
イ
カ
」）
六
月

・
都
市
は
廃
墟
を
は
ら
ん
で
い
る
（
「
毎
日
新
聞
」）
八
月
九
日
夕
刊

・
辻
井
喬
・
日
野
啓
三
『
昭
和
の
終
焉

世
紀
諸
概
念
の
崩
壊
と
未
来
』
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（
ト
レ
ヴ
ィ
ル
）
九
月
「P

art

・

・

」
「
あ
と
が
き
」
「
著
作

1

2

3

リ
ス
ト
」



・
実
存
的
冷
気
（
「
ユ
リ
イ
カ
」
）
一
〇
月

・
坂
口
安
吾
特
集

恩
寵
の
神
話
（
「
ユ
リ
イ
カ
」）
一
〇
月

・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

不
安
の
時
代
に
（
「
文
学
界
」）
一
一
月

・
茫
々
と
充
実
し
て
い
る
（
「
中
央
公
論
」）
一
一
月
＃

・
創
造
的
な
ほ
ど
錯
乱
的
な
（
「
信
濃
毎
日
新
聞
」）
八
月
？

＊
一
九
八
七
年
（
昭
和
六
二
）

・
窓
を
想
像
せ
よ
（
「
文
学
界
」）
一
月

・
一
九
八
七
年
蝕
覚
的
考
察
（
「
群
像
」
）
新
年
号
～
一
二
月

＊
の
ち
『
都

市
の
感
触
』
に
改
題

・
ア
ン
ケ
ー
ト

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
聴
き
方

私
流
音
楽
鑑
賞
術
（
「
サ

ン
ト
リ
ー
・
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
」）
一
月

・
内
な
る
洋
館
（
「
青
春
と
読
書
」
）
一
月

・
ラ
ン
ナ
ー
ズ
・
ハ
イ
（
「
新
潮
」）
一
月

・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

日
野
啓
三
氏
に
聞
く
―
“
夢
の
島
”
に
棲
む
ひ
と
び

と
（
「
サ
ン
ト
リ
ー
・
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
」
）
三
月

・
タ
ル
コ
フ
ス
キ
ー
の
“
世
界
感
覚
”
（
「
マ
リ
ク
レ
ー
ル
」）
三
月

・
自
然
の
筋
目
を
縫
っ
て
―
地
球
一
周
ボ
イ
ジ
ャ
ー
機
の
新
し
さ
（
「
中

央
公
論
」
）
三
月

・
第
九
七
回
芥
川
龍
之
介
文
学
賞
「
選
評
」
（
「
文
芸
春
秋
」
）
三
月

＊

こ
れ
以
降
一
二
六
回
ま
で
「
選
評
」

・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

“
世
紀
末
”
は[

元
気]

か[

病
気]

か

“
夢
の

2
0

島
”
に
棲
む
ひ
と
び
と[

略
歴]

（
「
サ
ン
ト
リ
ー
・
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
」）

四
月

・
『
夢
を
走
る
』（
中
公
文
庫
）
四
月

＊
加
筆
訂
正
あ
り

「
カ
ラ
ス
の

見
え
る
場
所
」
「
星
の
流
れ
が
聞
こ
え
る
と
き
」
「
ふ
し
ぎ
な
球
」
「
砂

の
街
」
「
石
の
花
」
「
孤
独
な
ネ
コ
は
黒
い
雪
の
夢
を
見
る
」
「
夢
を
走

る
」
「
解
説
（
池
澤
夏
樹
）」

・
は
な
子
さ
ん
の
文
学
探
検
―
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
如
月
小
春
（
「
す
ば
る
」
）

四
月
＃

・
『L

i
v
i
n
g

Z
e
r
o

』(

集
英
社)

四
月

「
空
白
の
あ
る
白
い
町
」
「
放
散

虫
は
深
夜
の
レ
ー
ル
の
上
を
漂
う
」「
何
か
が
都
市
に
や
っ
て
く
る
」「
母

な
る
大
地
？
」「
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
」「
世
界
と
い
う
音
―
ブ
ラ
イ
ア
ン
・

イ
ー
ノ
」
「
空
を
生
き
る
」「
イ
メ
ー
ジ
た
ち
の
ワ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
夜
」

「
み
ず
か
ら
動
く
も
の
（
自
然
＝
機
械
＝
人
間
）
」「
私
は
私
で
は
な
い
」

「
球
形
の
悲
し
み
」
「
夢
の
奥
に
向
か
っ
て
目
覚
め
よ
」
「
あ
と
が
き
」

・
日
野
啓
三
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
『
廃
墟
』
を
旅
す
る
単
独
者
（
「
文
学

界
」）
四
月

・
春
・
宵
・
清
・
談

高
血
圧
の
読
書
術
と
低
血
圧
の
読
書
術
（
「A

sahi

Journal

」
）
四
月
二
〇
日
臨
時
増
刊
号

・
見
え
な
い
も
の
を
見
る
―
「
自
分
史
」
と
小
説
（
「
世
界
」）
五
月
＃

・
幻
想
を
生
き
る
場
所
（
「
読
売
新
聞
」）
五
月
二
〇
日
・
あ
と
が
き
（
作

品
社
『
日
本
の
名
随
筆

葬
』）
五
月

55

・
新
し
い
空
間
（
「
マ
リ
ク
レ
ー
ル
」）
六
月

・
『
天
窓
の
あ
る
ガ
レ
ー
ジ
』（
福
武
文
庫
）
七
月
＊
単
行
本
の
内
容
に
、

「
文
庫
版
あ
と
が
き
」
と
「
解
説
」（
菊
田
均
）
を
加
え
る
。
の
ち
「
あ

と
が
き
」
は
「

“
私
”
が
消
え
た
」
に
改
題
（
『
都
市
と
い
う
新
し
い

自
然
』）



・
不
思
議
の
国
の
駅

垂
直
の
旅
（
「
太
陽
」）
七
月

・O
N
C
E
U
PO
N
A
T
IM
E
IN
T
O
K
Y
O

（
「
別
冊
文
芸
春
秋
」
）
七
月

・
対
談

文
学
が
成
り
立
つ
場
所
（
「
文
学
界
」
）
八
月

・
『
階
段
の
あ
る
空
』（
文
芸
春
秋
社
）
八
月

「
火
口
湖
」
「
階
段
の
あ

る
空
」
「
消
え
て
ゆ
く
風
景
」
「
ふ
し
ぎ
な
影
」
「
鏡
面
界
」「
風
を
讃
え

よ
」
「
七
千
万
年
の
夜
警
」
「
腐
蝕
す
る
街
」
「
あ
と
が
き
」

・
対
談

科
学
と
文
学
（
「
新
刊
展
望
」
）
一
〇
月

・
光
る
荒
地
（
「
新
潮
」）
一
〇
月

・
人
は
な
ぜ
水
辺
に
惹
か
れ
る
か
・
樋
口
忠
彦
・
川
田
順
造
と
（
「
東
京

人
」
）
一
〇
月
＃

・
対
談

焼
跡
闇
市
時
代
は
「
現
代
」
の
教
科
書
で
あ
る
（
「
プ
レ
ジ
デ

ン
ト
」）
一
二
月

・
自
己
増
殖
す
る
鉱
物
都
市
（
「
Ｎ
Ｗ
」）
二
号

・
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
不
気
味
な
魅
力
（
「
Ａ
Ｉ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」）
一
〇

号
・
地
下
鉄
の
し
み
（
「
群
像
」
）
？

＊
一
九
八
八
年
（
昭
和
六
三
）

・
岸
辺
に
て
（
「
海
燕
」）
一
月
新
年
号

・
創
作
合
評
（
「
群
像
」）
一
月
・
二
月
・
三
月

・

“
向
う
側
”
と
い
う
こ
と
（
成
瀬
書
房
『
向
う
側
』）
二
月

＊
特
装

限
定
版

・
講
演

今
、
何
故
文
学
か
（
「
早
稲
田
文
学
」）
二
月

・
積
極
的
短
篇
小
説
（
「
文
学
界
」
）
二
月

・
エ
イ
ズ
の
奥
に
あ
る
も
の
（
「
新
潮
」）
二
月

＊
の
ち
「
エ
イ
ズ
を
呼

び
出
し
た
も
の
」
（
『
都
市
と
い
う
新
し
い
自
然
』）
に
改
題

・
『
き
ょ
う
も
夢
み
る
者
た
ち
は
』
（
新
潮
社
）
二
月

「
ラ
ン
ナ
ー
ズ
・

ハ
イ
」
「
光
る
荒
地
」

・
『
都
市
の
感
触
』（
講
談
社
）
二
月

＊
「
一
九
八
七
年

触
覚
的
考
察
」

（
「
群
像
」）
を
改
題

「
地
下
の
し
み
」
「
白
と
黒
」
「
閉
じ
こ
め
ら
れ

て
」
「
亀
裂
よ
走
れ
」「
見
え
な
い
時
代
」
「
日
常
と
い
う
夢
」
「
ヴ
ュ
ー

ア
ー
ズ
・
ハ
イ
」「
に
お
い
の
な
い
風
景
」「
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
音
」「
め

ぐ
る
も
の
」
「
新
し
い
連
関
」
「
イ
ル
カ
は
跳
ん
だ
」
「
あ
と
が
き
」

・
「
都
会
」
か
ら
「
都
市
」
へ
（
「
本
」）
三
月

・
時
間
（
と
き
）
が
な
だ
れ
る
（
「
海
燕
」）
三
月
＃

・
「
豊
か
さ
」
と
い
う
夢
（
「
新
潮
」）
四
月
＃

・
「
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
・
逆
襲
の
シ
ャ
ア
」
を
め
ぐ
っ
て
・
富
野
由
悠

季
・
佐
々
木
淳
子
と
（
「A

sahi
Jounal

」
）
四
月
一
五
日
＃

・
さ
さ
や
か
な
闇
の
発
見
（
「
群
像
」）
四
月

・
『
夢
の
島
』（
講
談
社
文
庫
）
五
月

＊
単
行
本
の
内
容
に
「
著
者
か
ら

読
者
へ
（
『
夢
の
島
』
へ
）
」
「
解
説
（
三
浦
雅
士
）
」
「
作
家
案
内
（
日

高
昭
二
）
」
「
著
書
目
録
」
を
付
す
。

「
著
者
か
ら
読
者
へ
」
は
「
埋

立
地
の
物
語
」
と
改
題
（
『
都
市
と
い
う
自
然
』）

・
廃
墟
の
宇
宙
論
（
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
）（
「
新
潮
」）
五
月

・
虚
無
よ
り
に
虚
構
（
「
群
像
」）
五
月

・
砂
漠

究
極
の
風
景
（
「
旅
」）
八
月

・
『
都
市
と
い
う
新
し
い
自
然
』（
読
売
新
聞
社
）
八
月

「
廃
墟
の
コ
ス

モ
ロ
ジ
ー
」
「
私
に
と
っ
て
都
市
も
自
然
だ
」
「
都
市
は
廃
墟
を
は
ら
ん



で
い
る
」「「
都
会
」
か
ら
「
都
市
」
へ
」「
自
己
増
殖
す
る
鉱
物
都
市
」

「
尖
鋭
化
す
る
夢
の
空
間
」
「
幻
想
を
生
き
る
場
所
」「
東
京
が
見
え
な

く
な
る
」
「
感
性
ア
ッ
プ
の
時
代
」
「
新
し
い
視
覚
」
「
創
造
的
な
ほ
ど

錯
乱
的
な
」
「
エ
イ
ズ
を
呼
び
出
し
た
も
の
」
「
Ａ
Ｉ(

人
工
知
能)

の
不

気
味
な
魅
力
」
「
自
然
の
筋
目
を
縫
っ
て
―
ボ
イ
ジ
ャ
ー
機
の
世
界
一

周
録
」
「
い
ま
人
類
の
意
識
の
変
容
が
始
ま
っ
て
い
る
」
「
大
地
な
き
時

代
の
神
話
―
Ｊ
・
Ｇ
・
バ
ラ
ー
ド
（
改
題
「
わ
れ
わ
れ
の
時
代
の
神
話
」

『
名
付
け
ら
れ
ぬ
も
の
の
岸
辺
に
て
』
）
」
「
意
識
が
現
実
を
つ
く
る
―

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
Ｋ
・
デ
ィ
ッ
ク
」
「
新
し
い
空
間
―
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ギ

ブ
ス
ン
『
ニ
ュ
ー
ロ
マ
ン
サ
ー
』
」
「
タ
ル
コ
フ
ス
キ
ー
の
“
世
界
感
覚

”
」
「
冥
府
か
ら
の
贈
り
物
―
ム
ン
ク
」
「
虚
無
よ
り
の
虚
構
―
中
島
敦

「
文
字
禍
」
な
ど
」「
実
存
的
冷
気
―
坂
口
安
吾
」「
無
に
さ
ら
さ
れ
て
―

梅
崎
春
生
『
幻
化
』
」
「

“
向
う
側
”
と
い
う
こ
と
（
処
女
作
「
向
う

側
」
）
」
「
大
い
な
る
闇
の
流
れ
（
短
編
連
作
『
此
岸
の
家
』）
」
「
内
な
る

洋
館
（
長
編
『
抱
擁
』
）
」「

“
私
”
が
消
え
た
（
短
編
集
『
天
窓
の
あ

る
ガ
レ
ー
ジ
』
）
」「
埋
立
地
の
物
語
（
長
編
『
夢
の
島
』
）
」
「
砂
漠
―
究

極
の
風
景
」
「
あ
と
が
き
」
「
初
出
一
覧
」
「
日
野
啓
三
主
要
著
作
」

・
背
後
に
は
何
も
な
い
か
（
「
海
燕
」）
一
〇
月

・
こ
こ
は
ア
ビ
シ
ニ
ア
（
「
群
像
」）
一
一
月

＊
一
九
八
九
年
（
昭
和
六
四
・
平
成
元
）

・
林
で
な
い
林
（
「
海
燕
」）
一
月
新
年
号

・
あ
ゝ
霊
魂
（
「
文
学
界
」
）
三
月
＃

・M
etam

orphoses

（
「
エ
ス
ク
ァ
イ
ア

日
本
版
」
）
四
月
～
一
九
九
〇

年
三
月

・
「
由
熙
」
―
李
良
枝
―
あ
る
飛
躍
（
「
新
潮
」）
五
月

・
天
使
の
さ
さ
や
き
（
「
海
燕
」）
五
月
＃

・
対
談

宇
宙
を
め
ぐ
る
主
題
・
池
澤
夏
樹
と
（
「
す
ば
る
」）
八
月

・
対
談

極
北
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
精
神
世
界
（
「
文
学
界
」）
九
月

＊
文

化
人
類
学
者
・
原
ひ
ろ
子
と

・
柄
谷
行
人
―
闘
争
す
る
批
評
・
不
可
解
に
立
つ
（
「
国
文
学
」）
一
〇
月

・
森
が
生
き
る
よ
う
に
（
「
群
像
」）
一
〇
月
＃

＊
一
九
九
〇
年
（
平
成
二
）

・
対
談

開
高
文
学
の
“
輝
け
る
闇
”
向
井
敏
と
（
「
文
学
界
」）
二
月

・
対
談

創
作
に
お
け
る
虚
実
（
「
文
芸
」）
三
月

・
黒
い
天
使
（
「
海
燕
」）
四
月

・
対
談

転
位
す
る
現
実
―
ホ
ン
モ
ノ
／
ニ
セ
モ
ノ
を
越
え
て
・
武
田
徹

と
（
「
早
稲
田
文
学
」）
五
月
＃

・
『M

O
N
O
L
IT
H

』
（
ト
レ
ヴ
ィ
ル
）
六
月

＊
写
真

稲
越
功
一

「
地

の
果
て
で
」「
黒
衣
の
男
た
ち
の
谷
」「
ご
み
を
捨
て
に
ゆ
く
と
き
」「
森

の
黙
示
録
」
「
細
胞
た
ち
の
森
」
「
青
い
沼
」
「
聖
な
る
形
」「
都
市
が
自

然
を
呼
び
寄
せ
る

」
「
都
市
が
自
然
を
呼
び
寄
せ
る

」
「
ヒ
ヒ

1

2

関
係
」
「
冬
の
光
」
「
月
を
見
上
げ
て
」
「
あ
と
が
き
」

・
メ
ラ
ン
コ
リ
ッ
ク
な
オ
ブ
ジ
ェ
（
「
中
央
公
論
文
芸
特
集
」）
六
月
夏
季

号
・
対
談

年
代
、
知
の
創
造
力
を
め
ぐ
っ
て
・
辻
仁
成
と
（
「
す
ば

9
0

る
」）
八
月



・
『
ど
こ
で
も
な
い
ど
こ
か
』
（
福
武
書
店
）
九
月

「
序
詞
」「
背
後
に
は

何
も
な
い
か
（
改
稿
）
」
「
こ
こ
は
ア
ビ
シ
ニ
ア
」
「
林
で
な
い
林
（
改

稿
）
」
「
メ
ラ
ン
コ
リ
ッ
ク
な
オ
ブ
ジ
ェ
（
改
稿
）
」
「
黒
い
天
使
」
「
岸

辺
に
て
」
「
あ
と
が
き
」

・
文
明
季
評
９
０
冬
―
東
京
タ
ワ
ー
が
救
い
だ
っ
た
―
腎
臓
ガ
ン
手
術
か

ら
の
生
還
（
「
中
央
公
論
文
芸
特
集
」
）
一
二
月

＊
一
九
九
一
年
（
平
成
三
）

・
牧
師
館
（
「
文
学
界
」）
一
月

・
屋
上
の
影
た
ち
（
「
文
芸
春
秋
」
）
四
月

・
断
崖
の
白
い
掌
の
群
（
「
中
央
公
論
文
芸
特
集
」）
六
月
夏
季
号

・
対
談

二
元
論
か
ら
の
脱
却
を
―
国
家
・
民
族
・
文
化

青
木
保
と

（
「
世
界
」）
七
月

・
台
風
の
眼
（
「
新
潮
」）
七
月
～
一
九
九
三
年
三
月

・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

回
生
す
る
文
学
、
そ
の
可
能
性
・
新
井
満
（
「
す
ば

る
」
）
九
月

・
新
芥
川
賞
作
家
特
集
・
新
聞
言
語
と
小
説
言
語
の
狭
間
で
・
辺
見
庸
と

（
「
文
学
界
」
）
九
月
＃

・
雲
海
の
裂
け
目
（
「
中
央
公
論
文
芸
特
集
」
）
九
月
秋
季
号

＊
一
九
九
二
年
（
平
成
四
）

・
連
続
対
談

死
に
つ
い
て
（
柄
谷
行
人
）
（
「
す
ば
る
」）
一
月

・
世
界
の
同
意
（
「
文
学
界
」
）
二
月

＊
の
ち
「
カ
ラ
ス
の
い
る
神
殿
」

（
『
遥
か
な
る
も
の
の
呼
ぶ
声
』）
に
改
題

・
『
断
崖
の
年
』（
中
央
公
論
社
）
二
月

「
東
京
タ
ワ
ー
が
救
い
だ
っ
た
」

「
牧
師
館
」
「
屋
上
の
影
た
ち
」
「
断
崖
の
白
い
掌
の
群
」
「
雲
海
の
裂

け
目
」

・
言
葉
・
死
・
狂
気
―
人
間
存
在
へ
の
根
源
的
問
い
を
発
す
る
知
的
興
奮

に
満
ち
た
対
話
・
丸
山
圭
三
郎
と
（
「
文
学
界
」）
四
月
＃

・
わ
れ
ら
の
世
界
（
「
中
央
公
論
文
芸
特
集
」）
六
月
＃

＊
一
九
九
三
年
（
平
成
五
）

・
流
砂
の
遠
近
法
（
「
読
売
新
聞
」）
一
九
九
三
年
～
一
九
九
五
年
・
毎
月

連
載

・
追
悼

安
部
公
房
―
永
遠
の
相
の
下
に
（
「
文
学
界
」）
四
月
＃

・
中
島
敦

存
在
の
不
確
か
さ
あ
る
い
は
文
学
と
い
う
恩
寵
（
ち
く
ま
文

庫
『
中
島
敦
全
集
』

「
解
説
」）
五
月

3

・
『
台
風
の
眼
』（
新
潮
社
）
七
月

・
火
星
の
青
い
花
（
「
す
ば
る
」）
七
月

・
顔
の
な
い
私
（
「
中
央
公
論
文
芸
特
集
」）
六
月
夏
季
号

＊
の
ち
「
石

を
運
ぶ
」
（
『
聖
岩

H
oly

R
ock

』
）
に
改
題

・
変
容
す
る
「
私
」
〈
特
集
〉
・
「
私
」
と
い
う
現
象
（
「
群
像
」
）
八
月
＃

・
対
談

わ
れ
ら
近
代
化
の
児
・
安
岡
章
太
郎
（
「
新
潮
」）
九
月
＃

・
戦
争
文
学
（
読
書
特
集
）
い
ま
戦
争
文
学
を
読
む
「
戦
争
と
平
和
」
か

ら
「
輝
け
る
闇
」
ま
で
・
加
賀
乙
彦
・
川
村
湊
と
（
「
文
学
界
」
）
九
月
＃

・
ト
マ
ス
・
ピ
ン
チ
ョ
ン
と
は
何
か
（
特
集
）
「
重
力
の
虹
」
を
め
ぐ
っ

て
・
池
澤
夏
樹
・
越
川
芳
明
と
（
「
文
学
界
」）
一
一
月
＃



＊
一
九
九
四
年
（
平
成
六
）

・
な
ぜ
書
く
の
か
（
「
群
像
」
）
一
月
＃

・
が
ん
手
術
で
悟
っ
た
「
人
生
は
幻
な
り
」（
核
心
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）（
「
現

代
」）
一
月
＃

・
オ
ア
シ
ス
の
園
で
（
「
中
央
公
論
文
芸
特
集
」
）
三
月

・
存
在
の
夜
（
「
す
ば
る
」）
六
月

・
聖
岩
（
「
中
央
公
論
文
芸
特
集
」
）
九
月
秋
季
号

＊
の
ち
改
題
「
大
塩

湖
か
ら
来
た
女
性
」
（
『
梯
の
立
つ
都
市

冥
府
と
永
遠
の
花
』）

・
イ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
（
「
文
学
界
」
）
一
九
九
四
年
二
月
～
一
九
九
五
年
八

月

＊
の
ち
『
光
』（
文
芸
春
秋
・
一
九
九
五
年
一
一
月
）
に
改
題

・
安
岡
章
太
郎
『
月
は
東
に
』

現
実
に
曝
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
（
『
月

は
東
に
』「
解
説
」
講
談
社
文
芸
文
庫
）
八
月

・
吉
行
淳
之
介
追
悼

虚
無
に
光
る
細
胞
（
「
新
潮
」）
一
〇
月

・
キ
リ
コ
と
ム
ン
ク
・
ブ
ル
ー
ノ
シ
ュ
ル
ツ
・
丸
山
圭
三
郎
（「
群
像
」「
一

頁
人
物
論
」
）
四
月
～
六
月

・
言
葉
と
は
何
か

？
九
月

＊
一
九
九
五
年
（
平
成
七
）

・
遥
か
な
る
も
の
の
呼
ぶ
声
（
「
中
央
公
論
」）
一
月

・
幻
影
と
記
号
（
「
す
ば
る
」
）
一
月

・
プ
ロ
ロ
ー
グ

心
の
隅
の
小
さ
な
風
景
（
「
朝
日
新
聞
」
出
あ
い
の
風

景
）

＊
（
三
月
二
〇
日
「
ポ
プ
ラ
」
・
三
月
二
二
日
「
カ
ラ
ス
」
・
三

月
二
三
日
「
花
の
オ
ア
シ
ス
」・
三
月
二
四
日
「
踏
切
」
）

・
詩
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
触
発
さ
れ
た
小
説
家
の
独
想
（
「
海
燕
」）

三
月

・
詩
と
こ
と
ば
の
周
辺
（
「
俳
句
研
究
」）
三
月
＃

・
創
作
合
評
（
「
群
像
」）
四
月
・
五
月
・
六
月

・
塩
塊
（
「
す
ば
る
」）
六
月

・
古
都
（
「
中
央
公
論
文
芸
特
集
」）
六
月
夏
季
号

・
再
掲
載
作
品
・
風
を
讃
え
よ
（
「
文
芸
春
秋
」）
七
月
＃

・
文
学
的
独
想
（
「
海
燕
」）
八
月

・
『
光
』（
文
芸
春
秋
社
）
一
一
月

「
第
一
部

帰
っ
て
き
た
男
」
「
第
二

部

魂
の
地
下
」
「
エ
ピ
ロ
ー
グ
」

・
『
聖
岩

H
o
l
y

R
o
c
k

』

(

中
央
公
論
社)

一
一
月

「
プ
ロ
ロ
ー
グ

心
の
隅
の
小
さ
な
風
景
」
「
塩
塊
」「
聖
岩
」
「
幻
影
と
記
号
」
「
古
都
」

「
遥
か
な
る
も
の
の
呼
ぶ
声
」
「
カ
ラ
ス
の
い
る
神
殿
」
「
石
を
運
ぶ
」

「
火
星
の
青
い
花
」
「
あ
と
が
き
」

・
特
集

大
岡
昇
平
と
戦
争
文
学
・
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
・
作
家
は
い
か
に

誕
生
し
た
か
（
「
文
学
界
」）
一
一
月
＃

＊
一
九
九
六
年
（
平
成
八
）

・
黒
よ
り
も
黒
く
（
「
文
学
界
」）
一
月

・
先
住
者
た
ち
（
「
新
潮
」）
一
月

＊
の
ち
「
先
住
者
た
ち
へ
の
敬
意
」

（
『
梯
の
立
つ
都
市

冥
府
と
永
遠
の
花
』）
に
改
題

・
荒
川
（
「
フ
ロ
ン
ト
」）
一
月

・
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
謎
の
一
節
（
「
す
ば
る
」）
一
月

・
『
流
砂
の
声
』（
読
売
新
聞
社
）
二
月

「
Ⅰ

流
砂
の
遠
近
法
」
「
Ⅱ

恐
怖
と
知
恵
」
「
Ⅲ

対
談

「
極
北
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
精
神
世
界
」・



原
ひ
ろ
子
と
」
「
Ⅳ

文
学
的
独
想
」
「
Ⅴ

敬
愛
す
る
作
品
と
ひ
と
」

「
あ
と
が
き
」

・
飛
耳
張
目
・
野
又
穫
『
来
た
る
べ
き
場
所
］
展
（
「
文
学
界
」）
四
月
＃

・
闇
の
白
鳥
（
「
す
ば
る
」
）
五
月

・
対
談
・
生
命
の
シ
ス
テ
ム
と
言
葉
・
多
田
富
雄
と
（
「
新
潮
」）
六
月
＃

・
ヘ
ル
シ
ー
・
ト
ー
ク
・
麻
酔
の
不
思
議
（
「
暮
し
と
健
康
」）
八
月
＃

・
随
想
・
雲
の
行
方
（
「
現
代
」）
八
月
＃

・
『
生
活
と
い
う
癒
し
』（
ポ
ー
ラ
文
化
研
究
所P

O
L
A
sem

inars

）
九
月

・
随
想
・
世
紀
の
峠
近
く
（
「
新
潮
」）
九
月
＃

・
司
馬
遼
太
郎
の
跫
音
（
あ
し
お
と
）
（
「
中
央
公
論
」
）
九
月
＃

・
梯
の
立
つ
街
（
「
群
像
」）
一
〇
月

＊
の
ち
改
題
「
梯
の
立
つ
都
市
」

（
『
梯
の
立
つ
都
市

冥
府
と
永
遠
の
花
』）

・
対
談
特
集
・
過
去
・
現
在
・
未
来
に
「
戦
後
の
文
学
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

の
喪
失
・
安
岡
章
太
郎
と
（
「
群
像
」）
一
〇
月
＃

・
第
一
五
回
「
海
燕
」
新
人
文
学
賞
「
選
評
」
（
「
海
燕
」）
一
一
月
＃

・
特
別
対
談
・
第
二
の
敗
戦
―
い
ま
必
要
な
「
言
葉
」
と
は
・
藤
原
新
也

と
（
「
文
学
界
」
）
一
一
月
＃

・
立
花
隆
を
読
む
・
「
宇
宙
か
ら
の
帰
還
」
（
「
文
芸
春
秋
」
）
一
一
月
＃

・
『
日
野
啓
三
短
篇
選
集

上
下
』（
読
売
新
聞
社
）
一
二
月

上
巻
「
向

う
側
」
「
此
岸
の
家
」「
聖
家
族
」
「
天
窓
の
あ
る
ガ
レ
ー
ジ
」
「
夢
を
走

る
」「
孤
独
な
ネ
コ
は
黒
い
雪
の
夢
を
み
る
」「
七
千
万
年
の
夜
警
」「
鏡

面
界
」
「
風
を
讃
え
よ
」
「
初
出
一
覧
」

下
巻
「
光
る
荒
地
」
「
林
が

林
で
な
く
な
る
と
き
」
「
黒
い
天
使
」
「
牧
師
館
」
「
断
崖
に
ゆ
ら
め
く

白
い
掌
の
群
」「
火
星
の
青
い
花
」「
古
都
」「
初
出
一
覧
」「
あ
と
が
き
―

覚
え
書
き
風
に
」
「
解
説

彼
岸
へ
渡
る
契
機

池
澤
夏
樹
」
「
著
作
リ

ス
ト
」

・
性
交
と
い
う
恩
寵
―
Ｊ
・
Ｇ
・
バ
ラ
ー
ド
新
作『
女
た
ち
の
や
さ
し
さ
』

に
即
し
て
（
「
文
学
界
」）
一
二
月
＃

＊
一
九
九
七
年
（
平
成
九
）

・
踏
切
（
「
す
ば
る
」）
一
月

・
天
池
（
「
群
像
」）
一
九
九
七
年
一
月
～
一
九
九
九
年
三
月

＊
一
九
九

八
年
二
・
三
・
四
月
号
休
載

・
境
界
に
て
（
「
文
学
界
」）
一
月

・
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム

新
し
い
普
遍
へ
（
特
集
沖
縄
―
文
学
の
鉱
脈
）（
「
文

学
界
」）
四
月

・
対
談

記
憶
す
る
身
体
・
飛
翔
す
る
意
識
・
三
木
卓
と
（
「
す
ば
る
」）

五
月

・
連
続
討
論
「
か
く
て
『
悪
魔
』
は
解
放
さ
れ
た
」（
日
本
の
知
性
は
「
酒

鬼
薔
薇
聖
斗
」に
何
を
見
た
か
）
西
垣
通
・
大
澤
真
幸
・
吉
岡
忍
他
（
「
現

代
」）
八
月
＃

・
谷
崎
潤
一
郎
賞
「
選
評
」
（
「
中
央
公
論
」
）
一
九
九
七
年
一
一
月
～
二

〇
〇
一
年
一
一
月

＊
一
九
九
八
年
（
平
成
一
〇
）

・
こ
こ
で
踊
れ
（
「
す
ば
る
」）
一
月

＊
の
ち
「
こ
こ
は
地
の
涯
て
、
こ

こ
で
踊
れ
」
（
『
梯
の
立
つ
都
市

冥
府
と
永
遠
の
花
』）
に
改
題

・
十
月
の
光
（
「
新
潮
」）
一
月

＊
の
ち
改
題
「
冥
府
と
永
遠
の
花
」（
『
梯



の
立
つ
都
市

冥
府
と
永
遠
の
花
』）

・
書
く
こ
と
の
秘
儀
―
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
デ
ュ
ラ
ス
『
愛
人
』（
「
す
ば
る
」）

一
月

・
『
日
野
啓
三
自
選
エ
ッ
セ
イ
集

魂
の
光
景
』（
集
英
社
）
一
二
月

Ⅰ

「
焼
け
跡
に
つ
い
て
」
「
溶
け
ろ
、
ソ
ウ
ル
」
「
悪
夢
の
彼
方
―
ベ
ト
ナ

ム
の
夜
の
底
で
」
「
空
虚
と
物
」

Ⅱ
「<

私>

と
い
う
宇
宙
誌
（
・
心

の
な
か
の
宇
宙
・
赤
い
月
・
レ
イ
ン
コ
ー
ト
・
ニ
ワ
ト
リ
の
い
る
風

景
・
テ
レ
タ
イ
プ
・
石
段
・
迷
路
電
車
・
影
・
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
開

か
れ
た
盆
地
・
夢
の
奥
に
目
覚
め
る
よ
う
に
）
」
「
夢
よ
り
深
い
夢
―
埴

谷
雄
高
『
闇
の
な
か
の
黒
い
馬
』」

Ⅲ
「
冬
の
光
の
な
か
で
」
「
地
下

鉄
の
し
み
」
「
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
（
・
黒
衣
の
男
た
ち
の
谷
・
内
な

る
青
い
沼
・
光
へ
の
憧
れ
・
月
を
見
上
げ
て
）
」
「
イ
ル
カ
は
跳
ん
だ
―

あ
る
感
触
」

Ⅳ

「
断
崖
に
ゆ
ら
め
く
白
い
掌
の
群
」
「
文
学
と
い

う
恩
寵
―
中
島
敦
」
「
書
く
こ
と
の
秘
儀
―
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
デ
ュ
ラ

ス
『
愛
人
』
」
「
存
在
の
夜
」
「
光
の
光
」
「
魂
の
光
景
（
・
ポ
プ
ラ
・
廃

墟
・
世
界
の
中
心
・
砂
漠
・
石
棺
の
女
神
・
野
の
果
て
の
小
さ
な
教

会
・
ブ
ラ
ー
ム
ス
・
踏
切
）」
「
あ
と
が
き
」
「
主
要
著
作
リ
ス
ト
」
「
著

者
略
歴
」

＊
「
ポ
プ
ラ
」
「
踏
切
」
は
一
九
九
五
年
「
朝
日
新
聞
学
芸

欄
」
―
他
は
一
九
九
八
年
の
書
き
下
ろ
し

・
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
風
景
～
世
界
の
記
憶
を
辿
る
～
（
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
ニ
ュ

ー
ス
」
一
九
九
八
年
三
月
～
二
〇
〇
二
年
四
月
）

・
至
福
の
時

畏
る
べ
きfey

（
「
季
刊
ア
ス
テ
イ
オ
ン
」
）
一
〇
月
＃

＊
一
九
九
九
（
平
成
一
一
）

・
読
書
生
活
―
光
る
繊
維
（
「
文
学
界
」）
一
月

・
新
芥
川
賞
作
家
特
別
対
談

聖
な
る
も
の
を
求
め
て
（
「
文
学
界
」）
平

野
啓
一
郎
と

三
月

・
小
説
を
め
ぐ
る
フ
ー
ガ
（
「
す
ば
る
」
）
三
月
～
一
〇
月

「
は
じ
め
に
・

忘
却
の
川
」「
前
世
の
記
憶
」「
初
め
に
怖
れ
が
あ
っ
た
」「
森
の
中
で
」

「
人
間
に
成
る
」「
呪
術
的
儀
式
」「
神
話
的
思
考
」「
歴
史
の
裂
け
目
」

・
創
作
合
評
（
「
群
像
」）
四
・
五
・
六
月

・
『
天
池
』（
講
談
社
）
五
月

「
Ⅰ

夜
は
山
に
の
ぼ
る
」
「
Ⅱ

そ
れ
ぞ

れ
の
湖
」
「
Ⅲ

傷
」
「
Ⅳ

ふ
た
り
は
ひ
と
り
で
は
な
い
」
「
Ⅴ

目

を
覚
ま
せ
」
「
Ⅵ

静
寂
の
奥
行
」
「
Ⅶ

光
る
闇
」
「E

pilogue

」
「
あ

と
が
き
」

・
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
帰
っ
て
き
た
男
（
「
本
」）
六
月
＃

・
随
筆
・
わ
が
聖
地
（
「
中
央
公
論
」）
七
月

＊
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
一
二
）

・
カ
オ
ス
の
縁
で
（
「
群
像
」）
一
月

・
精
霊
の
降
り
て
く
る
道
（

）
（

）
（
「
す
ば
る
」）
一
・
二
月

1

2

・
私
を
小
説
家
に
し
た
こ
の
一
冊

梅
崎
春
生
『
幻
化
』（
「
三
田
文
学
」
）

二
月

・
境
界
を
越
え
る
対
話
（
『
日
本
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
学
会
講
演
集
』

日
本
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
学
会
）
四
月

・
対
談

ソ
ウ
ル
の
富
士
山
―
ク
モ
膜
下
出
血
で
ふ
た
た
び
“
断
崖
”
に

立
た
さ
れ
た
作
家
の
目
に
映
っ
た
光
景
と
は
・
保
坂
和
志
と
（
「
中
央

公
論
」）
九
月
＃



・
Ｈ
Ｏ
Ｔ

Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ

幾
度
も
の
大
病
を
乗
り
越
え
た
か
ら
こ
そ
大
事

に
し
た
い

“
生
き
る
”
と
い
う
感
覚
―
作
家
・
評
論
家

日
野
啓
三

（
「
ば
ん
ぶ
う
」
）
九
月
＃

・
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
思
う
存
分
）
作
家
日
野
啓
三
さ
ん
―
「
入
院
一
〇
〇

日
介
護
保
険
の
認
定
手
続
き
し
て
い
ま
す
」（
「
読
売
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
」
）

一
一
月
一
二
日
＃

・
ふ
た
つ
の
千
年
紀
（
ミ
レ
ニ
ア
ム
）
の
狭
間
で
―
「
落
葉
」・
「
風
が
哭

く
」
（
「
す
ば
る
」
）
一
二
月

＊
二
〇
〇
一
年
（
平
成
一
三
）

・
ふ
た
つ
の
千
年
紀
（
ミ
レ
ニ
ア
ム
）
の
狭
間
で
―
「
薄
青
く
震
え
る
光

の
中
で
」
（
「
す
ば
る
」
）
一
月

＊
の
ち
改
題
「
薄
青
く
震
え
る
秋
の

光
の
中
で
」
（
『
落
葉

神
の
小
さ
な
庭
で
』）

・
ふ
た
つ
の
千
年
紀
の
狭
間
で
（
「
す
ば
る
」
）
―
「
日
中
手
話
親
善
大
会
」

二
月
・
「
迷
宮
庭
園
」
三
月
・
「
微
笑
」
四
月

＊
の
ち
「
あ
る
微
笑
」

（
『
落
葉

神
の
小
さ
な
庭
で
』）
に
改
題

「
デ
ジ
ャ
・
ヴ
ュ
」
五
月

＊
の
ち
「
デ
ジ
ャ
・
ヴ
ュ
―
背
理
の
感
触
」
（
『
落
葉

神
の
小
さ
な

庭
で
』
）
に
改
題

「
生
成
無
限
」
六
月

＊
の
ち
「
生
成
無
限
―
転

生
の
賦
」
（
『
落
葉

神
の
小
さ
な
庭
で
』
）
に
改
題

「
黒
い
音
符
」

八
月
・
「
帰
郷
」
九
月
・
「
新
た
な
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
風
景
を
」
一
一
月
・

「
公
園
に
て
」
一
二
月

＊
の
ち
「
神
の
小
さ
な
庭
で
」（
『
落
葉

神

の
小
さ
な
庭
で
』）
に
改
題

・
『
遥
か
な
る
も
の
の
呼
ぶ
声
』（
中
央
公
論
新
社
）
三
月

＊
単
行
本
『
聖

岩
』
（
一
九
九
五
年
一
一
月
・
中
央
公
論
社
）
を
改
題
、
加
筆
し
中
公

文
庫
に

「
示
現

月
光
の
エ
ア
ー
ズ
・
ロ
ッ
ク
（
「
聖
岩
」
を
改
題
）
」

「
聖
記
号

カ
ッ
パ
ド
キ
ア
岩
窟
群
（
「
幻
影
と
記
号
」
を
改
題
）
」「
遥

か
な
る
も
の
の
呼
ぶ
声

タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
（
「
遥
か
な
る
も
の
の

呼
ぶ
声
」
を
改
題
）
」「
古
都

美
と
暴
力
と
（「
古
都
」
を
改
題
）
」「
カ

ラ
ス
の
い
る
神
殿

慶
応
義
塾
大
学
病
院
（
「
カ
ラ
ス
の
い
る
神
殿
」

を
改
題
）」「
顔
の
な
い
『
私
』

秋
田
大
湯
環
状
列
石
（
「
石
を
運
ぶ
」

を
改
題
）
」
「
世
界
と
い
う
こ
と
―
単
行
本
あ
と
が
き
」
「
世
界
は
荒
涼

と
美
し
い
―
文
庫
版
あ
と
が
き
」

・
『
梯
の
立
つ
都
市

冥
府
と
永
遠
の
花
』（
集
英
社
）
五
月

「
黒
よ
り

も
黒
く
」「
先
住
者
た
ち
へ
の
敬
意
」「
闇
の
白
鳥
」「
梯
の
立
つ
都
市
」

「
踏
切
」
「
冥
府
と
永
遠
の
花
」
「
こ
こ
は
地
の
涯
て
、
こ
こ
で
踊
れ
」

「
大
塩
湖
か
ら
来
た
女
性
」
「
あ
と
が
き
」

・
対
談

新
た
な
物
語
の
生
成
の
た
め
に
・
池
澤
夏
樹
と
（
「
す
ば
る
」）

七
月

・
対
談

中
島
敦
の
文
学
・
勝
又
浩
と
（
「
ち
く
ま
」）
一
一
月

＊
二
〇
〇
二
年
（
平
成
一
三
）

・
『
落
葉

神
の
小
さ
な
庭
で
』
（
集
英
社
）
五
月

「
落
葉
」
「
風
が
哭

く
」
「
薄
青
く
震
え
る
秋
の
光
の
中
で
」
「
日
中
手
話
親
善
大
会
」
「
迷

宮
庭
園
」
「
あ
る
微
笑
」
「
デ
ジ
ャ
・
ヴ
ュ
―
背
理
の
感
触
」
「
生
成
無

限
―
転
生
の
賦
」
「
黒
い
音
符
」
「
帰
郷
」
「
帰
郷
（
続
）
」
「
新
た
な
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
風
景
を
」「
神
の
小
さ
な
庭
で
」
「
あ
と
が
き
」

・
『
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
風
景
～
世
界
の
記
憶
を
辿
る
～
』（
ユ
ー
ラ
シ
ア
旅
行

社
）
八
月



＊
二
〇
〇
三
年
（
平
成
一
四
）

・
『
書
く
こ
と
の
秘
儀
』（
集
英
社
）
一
月

「
は
じ
め
に
」
「
忘
却
の
川
」

「
前
世
の
記
憶
」
「
初
め
に
怖
れ
が
あ
っ
た
」
「
森
の
中
で
」
「
人
間
に

成
る
」
「
呪
術
的
儀
式
」
「
神
話
的
思
考
」
「
歴
史
の
裂
け
目
」
「
書
く
こ

と
の
秘
儀
―
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
デ
ュ
ラ
ス
『
愛
人
』」

（
鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授
）
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